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Ⅰ 令和8年度当初予算の概要
(1)

(2)

令和8年度は、次期総合計画に掲げる「人口減少社会に対応した元気で心豊かに暮らす男鹿」の実現に向け、次の3つの重点戦略及び5つのまち
づくりに基づき予算を編成した。

その上で、ツキノワグマの被害防止対策、物価高騰、賃金上昇等への対応、男鹿の価値や魅力を戦略的に情報発信するシティプロモーションの
取組や公共施設等の老朽化対策、ブルーカーボンや森林カーボンクレジットなど脱炭素の推進などにも留意しながら予算を措置した。

一般会計予算 億円 の増 ）

 国民健康保険 33.4 億円 億円 ( 1.8% 減 ) 億円 1.6 億円 ( 4.8% 増 )

 診療所 0.2 億円 億円 ( 5.5% 増 ) 億円 0.7 億円 ( 6.4% 増 )

 介護保険（保険事業勘定） 49.7 億円 億円 ( 0.6% 減 ) 億円 △0.6 億円 ( 6.4% 減 )

 介護保険（サービス事業勘定） 0.1 億円 億円 ( 2.9% 増 ) 億円 0.2 億円 ( 1.4% 増 )

 後期高齢者医療 6.1 億円 億円 ( 26.7% 増 ) 億円 2.1 億円 ( 2.9% 増 )

合 計 89.4 億円 億円 ( 0.5% 増 )

億円174.9

1.3

0.0

△0.3

0.0

△0.6

17.3

7.9

11.7

35.9

（ 対前年度

 下水道事業

 ガス事業

 上水道事業

 男鹿みなと市民病院

4.4 2.6%

支出予算額特別会計 予算額 増減額（増減率） 公営企業会計 増減額（増減率）

合 計 72.9

0.4 （計数はそれぞれ四捨五入しているため、合計額等が合わない場合があります）

重
点
戦
略

産業力の強化

子育て環境
日本一への取組

防災力の強化

5
つ
の
ま
ち
づ
く
り

産業が元気なまち・挑戦する人が活躍するまちづくり

半島防災に向けた安全・安心なまちづくり

市民の暮らしと健康を守るまちづくり

子育ての希望があふれるまちづくり

市民との協働による持続可能なまちづくり
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Ⅱ 一般会計歳入・歳出の内訳
 １ 歳入 （単位︓千円）

令和7年度
本予算

3,224,379 3,147,050 77,329 ( 2.5% )
209,129 215,971 △ 6,842 ( △3.2% )
10,100 1,400 8,700 ( 621.4% )
9,400 6,900 2,500 ( 36.2% )

15,000 11,200 3,800 ( 33.9% )
34,300 37,500 △ 3,200 ( △8.5% )

697,100 676,200 20,900 ( 3.1% )
7,500 7,700 △ 200 ( △2.6% )
2,200 15,600 △ 13,400 ( △85.9% )
9,900 9,800 100 ( 1.0% )

34,101 8,679 25,422 ( 292.9% )
6,993,353 6,988,096 5,257 ( 0.1% )
6,093,353 6,238,096 △ 144,743 ( △2.3% )

900,000 750,000 150,000 ( 20.0% )
1,700 2,200 △ 500 ( △22.7% )

21,951 20,150 1,801 ( 8.9% )
148,679 158,560 △ 9,881 ( △6.2% )

1,696,990 1,759,689 △ 62,699 ( △3.6% )
1,059,361 1,072,055 △ 12,694 ( △1.2% )

34,934 37,605 △ 2,671 ( △7.1% )
505,036 252,536 252,500 ( 100.0% )

1,375,369 1,389,083 △ 13,714 ( △1.0% )
50,000 50,000 0 ( 0.0% )

419,018 576,226 △ 157,208 ( △27.3% )
934,500 610,500 324,000 ( 53.1% )

17,494,000 17,054,700 439,300 ( 2.6% )

寄附金

地方特例交付金
国有提供施設等所在市助成交付金
環境性能割交付金
ゴルフ場利用税交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

財産収入
県支出金
国庫支出金
使用料及び手数料
分担金及び負担金

② 特別交付税
① 普通交付税

歳入合計
市債
諸収入
繰越金
繰入金

令和8年度 比較 増減率

地方消費税交付金

市税

法人事業税交付金
株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金
利子割交付金
地方譲与税

区分

自主財源
5,779,366
33.0%

依存財源
11,714,634

67.0%

市税
3,224,379
18.4%

寄附金
505,036
2.9%

繰入金
1,375,369

7.9%

諸収入
419,018
2.4%

その他
255,564
1.5％

地方譲与税
209,129
1.2%

各種交付金
821,301
4.7%

地方交付税
6,993,353
40.0%

国庫支出金
1,696,990

9.7%

県支出金
1,059,361

6.1%

市債
934,500
5.3%

①市税 +77,329千円
市民税 (個人) +108,323千円
国有資産等所在市交付金 △25,767千円

②国庫支出金 △62,699千円
生活保護費負担金 △66,672千円
学校施設環境改善交付金 △23,320千円

③寄附金 ＋252,500千円
「なまはげの里男鹿」応援寄附金 ＋250,000千円

④諸収入 △157,208千円
デジタル基盤改革支援補助金 △91,411千円
スポーツ振興くじ助成金 △48,000千円

⑤市債 ＋324,000千円
北浦コミュニティセンター移転改修事業債

＋174,400千円
旧払戸小学校解体事業債 ＋164,800千円

歳入の主な増減
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２ 歳出
（１）目的別 （単位︓千円）

令和7年度
本予算

161,423 154,303 7,120 ( 4.6% )
2,005,939 1,792,160 213,779 ( 11.9% )
5,571,629 5,535,889 35,740 ( 0.6% )
1,673,466 1,591,948 81,518 ( 5.1% )

24,372 22,904 1,468 ( 6.4% )
698,379 719,041 △ 20,662 ( △2.9% )

1,148,681 1,150,346 △ 1,665 ( △0.1% )
1,848,576 1,683,988 164,588 ( 9.8% )
1,009,170 1,007,851 1,319 ( 0.1% )
1,709,280 1,789,583 △ 80,303 ( △4.5% )

13,065 9,616 3,449 ( 35.9% )
1,615,019 1,582,070 32,949 ( 2.1% )

1 1 0 ( 0.0% )
15,000 15,000 0 ( 0.0% )

17,494,000 17,054,700 439,300 ( 2.6% )

労働費
衛生費
民生費
総務費

歳出合計
予備費
諸支出金
公債費
災害復旧費

区分 令和8年度 比較 増減率

議会費

教育費
消防費
土木費
商工費
農林水産業費

議会費
161,423
0.9%

総務費
2,005,939
11.5%

民生費
5,571,629
31.8%

衛生費
1,673,466

9.6%

労働費
24,372
0.1%

農林水産業費
698,379
4.0%

商工費
1,148,681

6.6%

土木費
1,848,576
10.6%

消防費
1,009,170

5.8%

教育費
1,709,280

9.8%

公債費
1,615,019

9.2%

その他
28,066
0.2%

①総務費 ＋213,779千円
北浦コミュニティセンター移転改修事業 ＋204,767千円

②民生費 ＋35,740千円
障害者自立支援給付費 ＋38,036千円

③衛生費 ＋81,518千円
男鹿みなと市民病院事業会計負担金・補助金 ＋94,050千円

④土木費 +164,588千円
公園長寿命化事業 +95,925千円
船川港港湾ビジョン実現推進事業 +11,297千円
男鹿駅跨線橋管理事業（道路メンテナンス事業）

+8,000千円
⑤教育費 △80,303千円

旧払戸小学校解体事業 ＋183,899千円
B&G海洋センタープール大規模改修事業 △127,540千円

歳出の主な増減（目的別）
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（２）性質別 （単位︓千円）
令和7年度

本予算

消費的経費 12,230,592 11,849,212 381,380 ( 3.2% )
１ 人件費 2,619,077 2,561,989 57,088 ( 2.2% )
２ 物件費 3,452,605 3,230,172 222,433 ( 6.9% )
３ 維持補修費 272,901 265,194 7,707 ( 2.9% )
４ 扶助費 2,418,131 2,494,843 △ 76,712 ( △3.1% )
５ 補助費等 3,467,878 3,297,014 170,864 ( 5.2% )
投資的経費 1,518,215 1,580,977 △ 62,762 ( △4.0% )
１ 普通建設事業費 1,505,150 1,571,361 △ 66,211 ( △4.2% )

①   補助事業費 371,301 446,069 △ 74,768 ( △16.8% )
② 単独事業費 1,071,320 1,083,206 △ 11,886 ( △1.1% )
③ 県営事業負担金 62,529 42,086 20,443 ( 48.6% )

２ 災害復旧事業費 13,065 9,616 3,449 ( 35.9% )
その他 3,745,193 3,624,511 120,682 ( 3.3% )
１ 公債費 1,615,019 1,582,070 32,949 ( 2.1% )
２ 積立金 51,271 39,333 11,938 ( 30.4% )
３ 出資金及び貸付金 292,000 292,000 0 ( 0.0% )
４ 繰出金 1,771,903 1,696,108 75,795 ( 4.5% )
５ 予備費 15,000 15,000 0 ( 0.0% )

歳出合計 17,494,000 17,054,700 439,300 ( 2.6% )

区分 令和8年度 比較 増減率

消費的経費
12,230,592
70.1％

投資的経費
1,518,215
8.4％

その他
3,745,193
21.5％

人件費
2,619,077
15.0%

物件費
3,452,605
19.7%

維持補修費
272,901
1.6%

扶助費
2,418,131
13.8%

補助費等
3,467,878
19.8%

普通建設事業費
1,505,150

8.6%

災害復旧事業費
13,065
0.1%

公債費
1,615,019

9.2%

繰出金
1,771,903
10.1%

その他
358,271
2.0％

①人件費 ＋57,088千円
一般職員 ＋91,498千円、再任用職員 △17,105千円
会計年度任用職員 ＋17,070千円

②物件費 +222,433千円
旧払戸小学校解体事業 ＋183,899千円
ふるさと納税返礼事業 +124,920千円

③扶助費 △76,712千円
生活保護費 △88,896千円、児童手当 △20,475千円

④補助費等 ＋170,864千円
男鹿潟上南秋消防組合負担金 ＋78,464千円
男鹿みなと市民病院事業会計負担金・補助金

＋94,050千円
⑤普通建設事業費 △66,211千円

B&G海洋センタープール大規模改修事業 △90,079千円

歳出の主な増減（性質別）
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〇 一般会計当初予算の特徴等

150 157
148 152 157 160

176 178
168 175
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200
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一般会計当初予算の推移 単位︓億円

3.9 1.0 4.0 7.6
10.6

15.2 13.8 12.1 11.7
7.4

8.4 9.9 
13.5 

18.5 

25.4 
23.5 24.9 24.3 

21.8 
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財政調整基金残高の推移

当初予算編成後残高
年度末残高

単位︓億円

※見込
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14.6

8.4

13.0

28.1
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9.3
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162

本予算
160
本予算

本予算
(当初+6月補正)

171
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⑴ 農林水産業の振興 9 2 ,4 0 6 千円

農業担い手育成事業( 1 -0 1 ) 1 4 ,5 2 5 千円１
・ 新規就農者の確保・ 育成支援
・ 経営開始資金の交付

・ 農業法人の立上げ支援
・ 収入保険の保険料助成

重点戦略１ 産業力の強化 雇用創出、 所得向上 1 4 事業 4 0 1 ,0 9 6 千円

⑵ 観光業の振興 8 2 ,6 3 2 千円

Ⅲ 令和8 年度当初予算のト ピ ッ ク ス (新規・ 拡充事業を中心に)

1 ,0 3 9 千円２
・ 梨産地の事業継承シス テム

構築
・ 先進地視察、 移住フ ェ アへの

参加

男鹿産農産物産地づく り 支援事業( 1 -0 4 ) 1 1 ,7 1 0 千円３
・ 獣害対応電気柵購入費助成
・ メ ロ ン,キク ,ソ バの生産資材助成

・ ス プリ ンク ラ ー等高温少雨対策
資材購入費助成

北緯4 0 °男鹿梨産地支援事業( 1 -0 4 ) 1 0 ,6 5 6 千円４
・ 防雹・ 防虫等の多目的防災ネッ

ト の購入費助成
・ 苗木・ 堆肥購入費助成

観光コ ンテンツ 魅力向上事業( 1 -2 2 ) 1 2 ,1 7 0 千円１
・ 台湾サイ ク リ ス ト を タ ーゲッ ト

と し た旅行商品造成
・ サイ ク ルボール2026開催
・ ま ち歩き ス タ ンプラ リ ー

観光受入態勢整備事業( 1 -2 7 ) 5 ,0 2 0 千円３ イ ンバウ ンド 誘客推進事業( 1 -2 9 ) 3 4 ,2 0 5 千円４

・ ト ッ プセールス (台湾等) ・ 都内に滞在・ 宿泊する 外国人
観光客へのプロ モーショ ン

3 1 ,2 3 7 千円２
・ なま はげを 核と し た誘客促進
・ 教育旅行の推進

・ SNS活用のス キルアッ プ、
モンベルと 連携し た情報発信

森林環境譲与税活用事業( 1 -1 3 ) 3 5 ,2 5 2 千円５
・ 森林カーボンク レ ジッ ト の推進 ・ 松く い虫等の被害木・ 枯損木の

伐採

男鹿の海育てる 漁業定着支援事業( 1 -1 7 ) 1 9 ,2 2 4 千円６
・ ギバサ・ マガキ・ 海藻・ ク ルマ

エビ ・ サーモンの畜養殖
・ アワ ビ ・ ク ルマエビ 等の種苗

放流

観光情報発信強化・ 誘客プロ モーショ ン
推進事業( 1 -2 6 )

未来へつなぐ ! 梨産地事業承継円滑化
事業( 1 -0 2 )

・ 観光防災マニュ アル・ 計画の
策定

・ 人手不足対策支援
（ タ イ ミ ー・ おてつたび）
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⑶ 商工業の振興・ 企業誘致 2 2 6 ,0 5 8 千円

男鹿駅周辺エリ アにぎわい事業( 1 -3 1 ) 9 ,2 8 2 千円１
・ 男鹿日本海花火、 なま はげ柴灯

ま つり 同時開催イ ベント
・ 男鹿駅周辺エリ ア電飾等装飾

企業誘致対策事業( 1 -3 6 ・ 1 -3 7 ) 1 7 4 ,5 4 2 千円3
・ 商工業振興促進条例に基づく 施

設整備費補助金、 雇用奨励金等
・ サテラ イ ト オフ ィ ス 誘致、 物件

購入・ 改修費助成

船川港港湾ビ ジョ ン実現推進事業( 1 -4 1 ) 2 3 ,3 3 4 千円4

・ 船川港15,000ト ン岸壁耐震化
工事負担金

・ 風力発電メ ンテナンス 等関連資
格取得経費助成

重点戦略２ 子育て環境日本一への取組 少子化対策、 移住・ 定住促進 1 3 事業 4 7 7 ,3 2 1 千円

⑴ 子育て・ 結婚・ 出産支援 1 6 4 ,9 5 2 千円

1 4 3 ,8 9 9 千円１

・ 妊娠・ 出産・ 入学準備・ 住宅取
得助成金

・ 給食完全無償化・ おむつ無償化
(サブス ク )

地域子育て支援事業( 4 -0 6 ) 1 7 ,3 1 4 千円２

・ 子育て支援センタ ーの充実 ・ 子育て相談・ 支援

結婚ト ータ ルサポート 事業( 5 -0 2 ) 3 ,7 3 9 千円３

・ 結婚生活を 始める 夫婦へ住宅取
得やリ フ ォ ーム費用支援

・ マッ チン グアプリ 利用料助成
・ 出会い創出イ ベント の開催

1 8 ,9 0 0 千円２
・ 起業に必要な機器導入支援
・ 新商品開発等に要する 経費助成

・ 空き 店舗改修費及び賃借料助成

男鹿でオガル! 商工業チャ レ ンジ
支援事業( 1 -3 2 )

目指せ子育て環境日本一!
総合支援事業( 4 -0 1 )
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⑵ 子育て・ 教育環境の整備 2 7 7 ,6 0 7 千円

男鹿総合運動公園改修事業( 2 -0 8 ) 6 2 ,9 3 2 千円5
・ 野球場改修実施設計
（ ﾊ゙ ｯｸｽﾀﾝﾄﾞ ・ ｽｺｱﾎ゙ ﾄーﾞ ）

・ 水道管更新、 総合体育館2階風
除室屋根防水改修

4 2 ,1 9 6 千円2

中学校部活動の地域展開推進事業( 4 -1 2 ) 4 ,9 1 3 千円3
・ 運動部指導員24名

吹奏楽部指導員2名
・ 適切な個人情報を 管理する ため

の部活動アプリ 導入

小・ 中学校学年用携帯電話整備事業( 4 -1 5 ) 1 ,7 7 2 千円1
・ 校務用ス マート フ ォ ン整備

(小中学校各学年1台)
・ AI搭載の安全見守り アプリ 導入 ・ 特別な配慮を 要する 児童生徒に

配置
・ 学校生活支援員16名( 小学校)

学習支援員2名( 中学校)

小学校統合事業( 4 -1 6 ) 2 ,7 1 6 千円4
・ 令和9年4月美里小学校と 船越小

学校統合
・ 美里小在校生へ体育着支給

市民文化会館改修事業( 4 -2 9 ) 1 6 3 ,0 7 8 千円6
・ 電気設備改修工事 ・ 大ホール舞台機構改修設計

(R9実施工事)

⑶ 移住・ 定住の促進 3 4 ,7 6 2 千円

6 ,0 2 2 千円1
・ 内子団地賃貸住宅3棟を 居抜き

売却
・ 子育て世帯住宅改修等補助金

・ 市営住宅の入居要件の緩和

1 2 ,1 5 9 千円２
・ 移住体験住宅の運用
・ 移住フ ェ アへの出展

・ 移住支援関連の助成

地域おこ し 協力隊誘致事業( 5 -0 7 ) 1 0 ,8 2 3 千円３
・ 任期終了隊員の本市での起業・ 事業承継への助成

児童生徒学校生活支援員等配置
事業( 4 -1 0 )

若者子育て世帯向け住宅等供給
促進事業( 4 -0 3 )

なま はげの里おが移住定住交流促進
事業( 5 -0 5 )

・ 住居費助成（ 3万円/月） ・ 留学コ ーディ ネータ ー

男鹿海洋高校地域留学促進事業( 5 -0 6 ) 5 ,7 5 8 千円4
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⑴ 安全なま ちづく り 8 6 3 ,6 9 6 千円

鳥獣( ク マ) 被害防止対策事業( 1 -0 9 ) 2 3 ,3 7 9 千円１
・ 学校等周辺の緩衝帯整備(10ha )
・ 狩猟免許取得・ 猟銃購入助成

・ ド ロ ーンの活用
・ 猟友会の活動経費

⑵ 地域コ ミ ュ ニティ ・ 住民自治組織の強化 3 3 1 ,0 5 9 千円

半島防災加速化事業( 2 -2 2 ) 1 1 ,5 3 1 千円２
・ ス タ ーリ ン ク 、 ト イ レ カー等を

活用し た防災訓練等
・ 大型気化式冷風機11台

ポータ ブル電源等12台整備

下水道防災・ 安全交付金事業( 2 -1 9 ) 2 9 ,7 6 0 千円３
・ 公共下水道管路耐震化診断
・ 下水道台帳整備

・ 内水浸水リ ス ク マネジメ ント

福祉防災・ 減災対策事業( 3 -0 4 ) 2 ,6 2 6 千円４
・ 障害児(者) を 対象と し た個別避

難計画作成
・ 避難行動要支援者へのコ ミ ュ ニ

ケーショ ン支援

地域コ ミ ュ ニティ 推進事業( 5 -0 8 ) 3 4 ,5 3 3 千円２
・ 町内会が所有する 集会所改修

助成（ 補助限度額60万円）
・ 集落支援員の配置、 地域独自

事業

コ ミ ュ ニティ センタ ー改修事業( 5 -1 3 ) 6 1 ,6 9 5 千円５
・ 脇本コ ミ セン改修

アス ベス ト 調査、 実施設計
・ 戸賀コ ミ セン体育館改修

雨漏り 等外部改修

コ ミ ュ ニティ 活動推進事業( 5 -1 0 ) 6 ,7 8 5 千円３
・ 町内会が自主的に企画・ 実施する 取組(環境美化・ 健康・ 福祉等)に対

する 補助（ 限度額10万円）

ごみ処理広域化推進事業( 2 -1 2 ) 6 ,2 9 7 千円５
・ ごみ処理広域化に伴う 施設整備基本計画負担金

(男鹿市負担割合6.04％)

男鹿潟上南秋消防組合負担金( 2 -2 0 ) 7 9 0 ,1 0 3 千円６
・ 男鹿潟上南秋消防組合と し て運用開始経費(男鹿市負担割合35％)

重点戦略３ 防災力の強化 安全・ 安心、 地域社会の維持 1 7 事業 1 ,3 1 6 ,5 6 7 千円

1 1 ,9 0 7 千円１
・ 公共ラ イ ド シェ ア(男鹿中地区)

ド ラ イ バーの掘り 起こ し ・ 育成
・ 乗合タ ク シー(船川地区高台)

実証運行(7～2月)

新たな生活交通の確保モデル
事業( 2 -0 7 )

北浦コ ミ セン移転改修事業( 5 -1 4 ) 2 1 6 ,1 3 9 千円4
・ 内部改修・ 屋根防水シート 張替

工事
・ ギネス 認定巨大桶展示
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⑶ 健康長 寿命社会の形成 1 0 7 ,0 7 7 千円

5 ,8 3 9 千円１
・ 自立支援協議会の設置

自立支援型介護先進地視察
・ 保健福祉センタ ーの修繕

⑷ 脱炭素( GX) への取組 1 4 ,7 3 5 千円

がん検診推進事業( 3 -1 5 ) 2 4 ,7 5 6 千円２

感染症予防事業( 3 -1 6 ) （ 4 -0 6 ） 6 8 ,6 2 2 千円３ 健康チャ レ ンジOGA事業( 3 -1 9 ) 7 ,8 6 0 千円４
・ 健康アプリ の利用促進のため、

コ ールセンタ ー設置
・ 電子マネー(おがe街ギフ ト )に

交換でき る シス テム構築

再生可能エネルギーゾーニング事業( 2 -1 0 ) 1 1 ,0 0 0 千円２3 ,7 3 5 千円１

・ 集団健診
胃・ 胸部総合・ 子宮・ 乳 など

・ 個別検診
胃・ 子宮・ 乳

・ 適切な立地へ再エネ導入を 促進する ためのゾ ーニングによ る 区域設定

人生1 0 0 年時代! 生き る 喜びサポート 事
業( 3 -0 7 )

ゼロ カーボン シティ おが推進事業
( 1 -1 2 ) ( 2 -1 1 )

・ 妊婦のRSウ イ ルス ワ ク チンの
定期接種化

・ 小児予防接種予診票の電子化

・ 森林カーボンク レ ジッ ト 推進事
業

・ ブルーカーボン実証プロ ジェ ク
ト 推進事業
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2 ,0 0 0 千円3
・ 第73回全国男鹿駅伝競走大会のラ イ ブ配信

3 1 ,2 3 7 千円4

6 ,0 0 0 千円5
・ 都内に滞在・ 宿泊する イ ンバウ ンド を タ ーゲッ ト と し た観光Ｐ Ｒ イ ベ

ント 実施

・ なま はげを 核と し た誘客促進
・ 教育旅行の推進

・ SNS活用のス キルアッ プ、
モンベルと 連携し た情報発信

観光情報発信強化・ 誘客プロ モーショ ン
推進事業( 1 -2 6 ) ( 再掲)

イ ンバウ ンド プロ モーショ ン
( イ ンバウ ンド 誘客推進事業) ( 1 -2 9 ) （ 再掲）

ス ポーツ 大会ラ イ ブ配信( 実行委員会補助金)
( ス ポーツ 大会等補助金) ( 4 -2 0 )

人口減少社会に対応し た取組 1 1 事業 2 9 7 ,5 2 3 千円

シティ プロ モーショ ン推進事業( 5 -0 1 ) 9 ,9 3 5 千円１
・ シビ ッ ク プラ イ ド の醸成
・ 戦略的な情報発信

・ ふる さ と 住民登録制度の準備
・ 企業版ふる さ と 納税の促進

子育て施策PR 事業( 4 -0 2 ) 2 ,0 8 2 千円2
・ 御所野イ オン大型サイ ネージ
・ JR秋田駅７ 連サイ ネージ

・ フ リ ーペーパー広告掲載
(ママフ ァ ミ ・ マリ マリ )

⑵ 賢い縮小（ ス マート シュ リ ンク ） の推進 2 4 4 ,6 3 0 千円

⑴ シティ プロ モーショ ンの推進 5 2 ,8 9 3 千円

公共施設等総合管理計画改定事業( 5 -1 6 ) 8 ,2 0 0 千円１
・ 策定から 10年が経過し た同計画の改定

男鹿駅跨線橋管理業務( 2 -0 5 ) 8 ,0 0 0 千円2
・ 橋梁点検を 実施し 今後の方針を 検討

3 1 ,4 0 5 千円3
・ イ ベント 広場と 駐車場へ機能転換（ 12,000㎡）

金川グラ ウ ンド 改修事業
( 公園長 寿命化事業) ( 2 -0 8 )

旧払戸小学校解体事業( 4 -1 8 ) 1 8 9 ,0 2 5 千円4
・ 校舎・ 体育館・ プール・ 相撲場の除却

デジタ ル行政推進事業（ 5 -1 7 ） 8 ,0 0 0 千円5
・ 生成AIの本格導入など

1 ,6 3 9 千円6
・ 移住フ ェ アへの出展 ・ 移住・ 交流イ ベント の開催

首都圏での移住イ ベント （ なま はげの里おが
移住定住支援促進事業( 5 -0 5 ) （ 再掲）
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総合経済対策に対応し た物価高騰対策（ 繰越事業）

１ 生活者支援

事 業 名
事業費
(千円)

所管課

⑴ 市民応援プレ ミ アム付商品券事業 118,500 企画政策課

物価高騰の影響が家計の負担になっている こ と から 、 その負担を軽減し 、 市内店舗
の利用促進を図り 市内経済を活性化さ せる ため、 プレ ミ アム付商品券を発行する 。

▼販売数 50,000セッ ト
▼ﾌﾟ ﾚﾐｱﾑ率 20% （ 1セッ ト 10千円 ⇒ 12千円）
▼ﾌﾟ ﾚﾐｱﾑ総額 100,000千円
▼販売/利用期間 令和8年4月上旬から 9月30日ま で

1 1 8 ,5 0 0千円

２ 事業者支援

事 業 名
事業費
(千円)

所管課

⑶ ス マート 農機導入支援事業 30,000 農林水産課

物価高騰によ る 負担軽減と 稲作経営の安定を図る ため、 省エネや作業の効率化に
資する ス マート 農機の導入費用の一部に対し 助成する 。

▼補助対象 認定農業者等（ 水稲作付面積が概ね20ha以上30ha未満）
▼補助内容 省エネや作業効率化に資する ス マート 農機
▼補助率 市1/2（ 上限5,000千円）

⑷ 畜産経営安定緊急対策事業 6,140 農林水産課
物価高騰の影響に加え、 枝肉価格が低迷し ている 畜産農家に対し 、 再生産に必要

な素牛導入及び子牛出荷に係る 費用の一部を助成する (県事業上乗せ、 一部市単独)。
▼補助対象 畜産農家
▼補助内容 ①肥育経営の素牛導入経費（ 県事業上乗せ）

②繁殖経営の子牛出荷経費（ 県事業上乗せ）
③酪農農家の粗飼料経費（ 市単独）

▼補助率 ①黒毛和種: 15千円/頭（ 県30千円/頭）
交雑種 : 10千円/頭（ 市単独）

②家畜市場に出荷し た子牛: 15千円/頭（ 県30千円/頭）
③粗飼料購入量: ３ 千円/ト ン（ 市単独）

⑸ 漁業経営緊急設備導入支援事業 2,500 農林水産課

物価高騰の影響によ り 収益力が低下し ている 漁業者等に対し 、 燃費・ 生産性向上が
図ら れる 機器や施設整備に係る 経費の一部を助成する （ 県協調事業） 。

▼補助対象 漁業者、 漁業法人、 漁業者団体等
▼補助内容 省エネ・ 燃費向上が図ら れる 機器や施設整備等の導入経費
▼補助率 市1/6（ 県1/2）

⑹ 物価高対応子育て応援手当給付事業 40,915 子育て健康課

物価高騰の影響を強く 受けている 子育て世帯の生活を支援する ため、 応援手当を給
付する 。

▼補助対象 ①令和７ 年９ 月分の児童手当に係る 児童
②基準日の翌日から 令和８ 年３ 月31日ま での間に出生し た児童

▼給付額 児童一人当たり 20千円
▼対象児童 ①1,983人

②17人
▼財 源 ①物価高対応子育て応援手当支給事業費補助金

②物価高対応子育て応援手当支給事務費補助金

1 2 0 ,0 5 5千円

繰越 7事業 2 3 8 , 5 5 5千円（ う ち国交付金 2 1 3 ,9 1 5千円）

※物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金活用事業

事 業 名
事業費
(千円)

所管課

⑴ 宿泊施設経営力強化支援事業 15,500 観光課

物価高騰によ り 宿泊業を取り 巻く 経営環境が厳し い状況にあり 、 宿泊事業者が行う
イ ンバウ ンド を含む冬季誘客の促進や人材確保のための設備投資等の取組に対し 助成
する 。

▼補助対象 市内宿泊事業者
▼補助内容 ①付加価値の高いサービス 提供のための施設改修や設備導入

②ス タ ッ フ の宿舎、 寮等の整備及びシャ ワ ー室、 休憩等の環境整備
③ウ ェ ブサイ ト 等の多言語化、 フェ ンス 改修等の環境改善に係る 整備

▼補助率 ①市1/4、 上限3,750千円（ 県1/2、 上限7,500千円）
②市1/4、 上限3,000千円（ 県1/2、 上限6,000千円）
③市1/4、 上限 500千円（ 県1/2、 上限1,000千円）

⑵ 中小企業省エネ対策等支援事業 25,000
男鹿ま る ごと

売込課

長 引く 物価高騰の中、 中小企業の新たな取組や高効率等に資する 設備の導入・ 更新
に対し 助成する 。

▼補助対象 市内に事業拠点を有する 中小企業者
▼補助内容 ①新規導入設備

生産性向上に資する 設備や新たな取組に必要な設備の導入費用
②更新設備

省エネま たは高効率効果が既存設備と 比較し ５ ％以上の設備への
更新費用

▼補助率 市2/3、 限度額: 製造業 上限2,000千円（ 下限200千円）
製造業以外 上限1,000千円（ 下限100千円）
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Ⅳ 令和8年度主要施策・事業の概要

44 事業 2,194,984 千円
重1 産業力の強化 14 事業 401,096 千円
重2 子育て環境日本一への取組 13 事業 477,321 千円
重3 防災力の強化 17 事業 1,316 ,567 千円

11 事業 297,523 千円

1 シティプロモーションの推進 6 事業 52,893 千円
2 賢い縮小（スマートシュリンク）の推進 5 事業 244,630 千円

133 事業 4,749,521 千円

1 産業が元気なまち・挑戦する人が活躍するまちづくり 41 事業 1,113 ,527 千円
2 半島防災に向けた安全・安心なまちづくり 27 事業 1,923 ,095 千円
3 市民の暮らしと健康を守るまちづくり 19 事業 531,400 千円
4 子育ての希望があふれるまちづくり 29 事業 732,067 千円
5 市民との協働による持続可能なまちづくり 17 事業 449,432 千円

新 新規事業 23 事業 980,072 千円
拡 拡充事業 27 事業 857,702 千円
継 継続事業 83 事業 2,911 ,747 千円

男鹿市総合計画に基づく5つのまちづくり（主要施策・事業）

３つの重点戦略

人口減少に対応した取組

重1

重2

重3

新

拡
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１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が
活躍する ま ちづく り

船川港の機能強化、 企業誘致・ 新規起業を促進する こ と で、 新たな価値を創
り 出す産業づく り を進め、 若者の地元への定着・ 回帰を促し ま す。

観光・ 農林水産業では、 環境整備や情報発信をする こ と で多様な地域資源を
磨き 上げ、 男鹿ブラ ンド の向上を目指し ま す。

1-01 農業担い手育成事業 （ 農林水産課）

1-02 未来へつなぐ ! 梨産地事業承継円滑化事業

（ 農林水産課）

1-03 農林漁業担い手奨励金事業 （ 農林水産課）

1-04           男鹿産農産物生産拡大等事業 （ 農林水産課）

1-05 県営事業負担金 （ 農林水産課）

1-06 土地改良事業 （ 農林水産課）

1-07 生産基盤整備支援事業 （ 農林水産課）

1-08 日本型直接支払交付金事業 （ 農林水産課）

1-09 鳥獣被害防止対策事業 （ 農林水産課）

1-10 農業振興資金貸付金事業 （ 農林水産課）

1-11 林業施設災害復旧事業 （ 農林水産課）

1-12 森林カーボンク レ ジッ ト 推進事業 （ 農林水産課）

1-13 森林環境譲与税活用事業 （ 農林水産課）

1-14 造林事業 （ 農林水産課）

1-15 路網（ 林業専用道） 整備推進事業 （ 農林水産課）

1-16 安全・ 安心な森整備事業 （ 農林水産課）

1-17 男鹿の海育てる 漁業定着支援事業 （ 農林水産課）

1-18 水産業振興事業 （ 農林水産課）

1-19 水産物供給基盤機能保全事業 （ 農林水産課）

1-20 漁港整備管理事業 （ 農林水産課）

1-21 がんばる 男鹿の漁業応援! 経営確立支援事業

（ 農林水産課）

1-22 観光コ ンテンツ 魅力向上事業 （ 観光課）

1-23 寒風山ビジョ ン実現事業 （ 観光課）

1-24 観光振興団体補助事業 （ 観光課）

1-25 地域活性化起業人活用事業 （ 観光課）

1-26 観光情報発信強化・ 誘客プロ モーショ ン推進事業 （ 観光課）

1-27 観光受入態勢整備事業 （ 観光課）

1-28 観光施設整備事業 （ 観光課）

1-29 イ ンバウ ンド 誘客推進事業 （ 観光課）

1-30 DMOを核と し た稼ぐ 観光推進事業 （ 観光課）

1-31 男鹿駅周辺エリ アにぎわい事業 （ 男鹿ま る ごと 売込課）

1-32 男鹿でオガル! 商工業チャ レ ンジ支援事業

（ 男鹿ま る ごと 売込課）

1-33 ふる さ と 納税返礼事業 （ 男鹿ま る ごと 売込課）

1-34 男鹿の特産品売込事業 （ 男鹿ま る ごと 売込課）

1-35 男鹿産米ふる さ と 納税返礼品出品力強化支援事業

（ 男鹿ま る ごと 売込課）

1-36 企業誘致対策事業 （ 男鹿ま る ごと 売込課）

1-37 サテラ イ ト オフ ィ ス 誘致推進事業 （ 男鹿ま る ごと 売込課）

1-38 男鹿ではたら く ! 若者等地元就職促進事業

（ 男鹿ま る ごと 売込課）

1-39           就業資格取得支援助成金 （ 男鹿ま る ごと 売込課）

1-40 ク ルーズ船寄港誘致推進事業 （ 男鹿ま る ごと 売込課）

1-41 船川港港湾ビジョ ン実現推進事業 （ 男鹿ま る ごと 売込課）

拡 重1

新 重1

拡 重1

拡 重3

拡

新

新 重3

拡 重1

拡

拡 重1

拡 重1

拡 重1

拡 重1

拡

重1

重1

重1

重1

拡 重1

新

重1
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１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り
1-01

農業担い手育成事業
（ 農林水産課）

重1

農業従事者の高齢化が急速に進展する 中、 持続可能な力強い
農業を 実現する ため、 次世代を 担う 意欲のある 担い手の育成・
確保に向けた取組を 支援する 。

1 4 , 5 2 5千円
前年度予算額 / 1 5 , 8 1 9千円

事業内容

⑴担い手育成研修支援事業 3 ,2 5 8 千円
新規就農や新たな部門開始に必要な技術取得に要する 経費等を助
成する 。
▼補 助 額 フ ロ ンティ ア育成研修（ 2年間）

月額一人当たり 112,500円
（ 県52,500円、 市60,000円）
実践的農業経営研修（ 2年間）
月額1団体当たり 15,500円

⑵農業次世代人材投資事業 2 ,4 7 5 千円
次世代を担う 農業者と なる こ と を志向する 者に対し 、 就農直後の
経営確立に資する 資金を交付する 。
▼補助対象 就農時の年齢が50歳未満
▼補 助 額 一人当たり 年間1,650千円（ 国）
▼期 間 3年以内

⑶収入保険加入促進事業 6 ,9 5 3 千円
自然災害や農産物価格の下落など経営努力では避けら れない様々
な減収リ ス ク に備え、 農業経営の収入全体をカバーする 「 収入保
険」 の加入を促すため、 保険料に対し て助成する 。
▼補助対象 収入保険に加入する 農家
▼補 助 率 新規1/2 継続1/3

⑷農業経営高度化支援事業 8 0 0 千円
①農業経営を法人化する 取組に対し て支援する 。

▼補助対象 集落営農や複数の経営体の法人化、 法人同士の統
合等によ る 新たな法人の立上げなど 、 農業経営を
法人化する 経営体

▼補 助 額 1法人当たり 250千円

②男鹿市農業法人協議会の活動を通じ た新たな法人化や、 ほ場整
備を契機と し た法人化を促す取組に対し て支援する 。
▼補助対象 男鹿市農業法人協議会
▼補 助 額 300千円

⑸未来へつなぐ ! 梨産地事業承継円滑化事業 1 ,0 3 9 千円( 再掲)新

拡

農林漁業担い手交付式
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１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り

新

1-02

未来へつなぐ ! 梨産地事業
承継円滑化事業（ 農林水産課）

重1

近い将来廃業せざる を 得ない梨生産者と 、 梨栽培を 希望する 新
規就農者と の円滑な事業承継が可能と なる シス テムを 構築する 。

1 ,0 3 9千円

事業内容

▼実施内容
①先進地視察や移住フ ェ アへの参加
②営農意向や園地情報の収集
③ホームページでの園地情報の登録・ 公開、 マッ チング

▼全体計画 R8～R12年度
・ 技術研修、 伴走型の技術指導
・ 事業承継

1-03

農林漁業担い手奨励金事業
（ 農林水産課）

農林漁業者の高齢化によ り 、 担い手の確保が喫緊の課題と
なっ ている こ と から 、 就業を 促進する ため奨励金を 交付する 。

4 ,0 0 0千円
前年度予算額 / 3 ,8 0 0千円

事業内容

▼補助対象
・ 年齢が満15歳以上満60歳未満
・ 新たに主たる 生業と し て農業、 林業、 漁業を承継・ 経営する 者

又は新たに法人等に常時雇用さ れる 者等
▼交付額

・ 個人3,600千円（ 農業３ 名 林業１ 名 漁業４ 名）
（ 1年目500千円、 3年後300千円、 5年後200千円）

・ 法人等への就業者400千円（ 農業2名）

男鹿梨

若美メ ロ ン
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⑴秋田中央地域地場産品活用促進協議会支援事業 1 ,5 6 6 千円
地場産農産物の流通・ 販売を促進・ 強化する ため、 秋田市、 男鹿
市、 潟上市、 JA秋田なま はげが連携し 、 農産ブラ ンド の確立、 6
次産業化に向けた取組等を推進する 。

⑵男鹿産農産物産地づく り 支援事業 1 1 ,7 1 0 千円
男鹿産農産物の維持・ 拡大を図る ため資材購入支援に加え、 堆肥利
用、 獣害対策、 高温少雨対策など、 幅広い支援を展開する 。
①男鹿産ブラ ンド 支援 7,570千円

ア） メ ロ ンの生産維持・ 拡大
▼補助対象 メ ロ ン生産者
▼補助内容 資材購入費等への支援
▼補 助 率 施設栽培 維持: 6千円/10a 拡大: 82千円/10a

露地栽培 維持: 22千円/10a 拡大: 115千円/10a
イ ） 堆肥利用によ る 化学肥料低減への取組支援 750千円
▼補助内容 堆肥購入費への支援
▼補 助 率 1,500円/t（ 堆肥購入費の1/2相当）
ウ ） 獣害対応支援 2,700千円
▼補助内容 電気柵購入費への支援（ 9ha分）
▼補 助 率 購入費の1/2相当 上限150千円

１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り
1-04

重1

拡

4 4 , 2 9 8千円
前年度予算額 / 6 5 , 3 2 9千円

事業内容

拡

新

新

男鹿産農産物の生産拡大を 図る ため、 複合経営への取組、 既存
産地の維持・ 拡大や新たな園芸作物の産地づく り など への取組を
支援する 。

男鹿産農産物生産拡大等事業
（ 農林水産課）

②新たな産地づく り 支援 1,640千円
ア） ソ バ栽培支援 640千円

▼補助対象 販売目的で集荷する ソ バ農家
▼補助内容 種苗費等への支援
▼補 助 率 1,600円/10a（ 1/6相当）

イ ） 菊出荷支援 1,000千円
▼補助対象 販売目的で集荷する 菊生産農家
▼補助内容 集荷に使う 箱代への支援
▼補 助 率 定額50円/枚

③高温少雨対策支援 2,500千円
▼補助対象 販売目的で集荷する 園芸農家
▼補助内容 高温少雨対策に必要なス プリ ンク ラ ーの導入への支援
▼補 助 率 導入資材等の1/2以内 上限250千円（ 10台分）

⑶夢ある 農業ス テッ プアッ プ支援事業 5 ,3 6 6 千円
園芸品目等の生産拡大に必要な機械・ 施設の導入を支援する 。

夢ある 園芸産地創造事業 5,366千円
▼補助内容 ソ バ汎用コ ンバイ ン、 菊用マルチ機械等
▼補 助 率 県1/3、 市1/4

新

拡

新

重1

拡

事業内容 ㈱ジャ パン・ パッ ク ラ イ ス 男鹿 キク
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１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り
1-04

拡 ⑷北緯4 0 °男鹿梨産地支援事業 1 0 ,6 5 6 千円
男鹿梨の将来にわたる 産地の維持・ 拡大に資する 総合的な取組に
対し 支援する 。
①多目的防災網の資材支援 2,500千円

▼補助内容 防雹、 防鳥、 防虫等の災害に有効な防災網への支援
▼補 助 率 資材購入費の1/2

②優良品種への支援 3,000千円
▼補助内容 苗木（ 改植） 、 花粉増量剤等導入への支援
▼補 助 率 定額: 苗木1,400円～1,700円/本

花粉増量剤2,000円/袋

③堆肥利用によ る 化学肥料低減への取組支援 240千円
▼補助内容 堆肥購入費への支援
▼補 助 率 購入堆肥費の1/2相当

④産地活性化活動支援（ 地域おこ し 協力隊誘致事業） 4,916千円
▼実施内容 地域おこ し 協力隊員（ 1名） の活動費

⑤農業用経営収入保険への加入促進支援（ 再掲）
▼補助内容 掛捨て保険料への支援
▼補 助 率 1/2

⑸パッ ク ご飯原料米供給応援事業 1 5 ,0 0 0 千円
令和7年から 稼働し ている パッ ク ご飯工場への原料米の安定的な供
給を促すため、 多収品種の種子代を助成する 。

▼補助対象 パッ ク ご飯用の原料米を生産・ 供給する 水稲
作付面積10ha以上の農業者

▼補助内容 原料米と 主流品種と の種子代の差額相当分
▼補 助 率 定額10千円/10a
▼対象面積 150ha

1-05

県営事業負担金
（ 農林水産課）

ほ場の区画整理など 生産基盤の整備や、 老朽ため池、 用排水
施設等の整備によ り 、 農業生産性の向上と 安定的な農業の確立、
地域住民の暮ら し の安全の確保、 農地災害の未然防止を 図る 。

3 1 , 2 2 9千円
前年度予算額 / 2 2 , 4 1 5千円

事業内容

⑴経営体育成基盤整備事業費負担金 1 5 ,5 0 0 千円
区画整理、 暗渠排水及び用排水施設等の生産基盤の整備事業に対
する 市負担
▼実施地区 野村地区、 脇本本村地区
▼期 間 R2～R10年度、 R7～R14年度
▼負 担 額 9,500千円、 6,000千円
▼負 担 率 国55～62.5％、 県27.5％、 市10％

受益者0～7.5％

⑵ため池等整備事業費負担金 1 5 ,7 2 5 千円
ため池、 用排水施設等の整備事業に対する 市負担
▼実施地区 八西第一地区、 延命寺地区
▼期 間 R5～R11年度、 R6～R11年度
▼負 担 額 9,375千円、 6,350千円
▼負 担 率 国55％、 県40％、 市2.5～5％、 受益者0～2.5%

⑶基幹水利施設ス ト ッ ク マネジメ ント 事業費負担金 4 千円
南部排水機場の施設更新に対する 市負担
▼実施地区 八郎潟２ 地区
▼期 間 R4～R9年度
▼負 担 額 4千円

新
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１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り
1-06

土地改良事業
（ 農林水産課）

国や県が設置し た農業水利施設の維持管理費や突発的な事故
対応等の経費の一部を 負担し 、 農家負担の軽減を 図る 。 ま た、
現在使用し ていない防災重点ため池について、 決壊等によ る 被
害を 未然に防止する ため、 供用を 廃止する 。

6 , 1 8 4千円
前年度予算額 / 7 ,5 5 0千円

事業内容

⑴水利施設管理強化事業費補助金 1 ,1 5 0 千円
国が設置し た農業水利施設の維持管理費の一部に対する 市負担
▼施設種別 排水機場（ 八西地区）
▼負 担 率 国50％ 県25％ 市25％

⑵県営造成施設等突発事故復旧支援事業費補助金 4 0 0 千円
国や県が設置し た農業水利施設等の突発的な事故対応に要する
経費の一部を助成
▼施設種別 パイ プラ イ ン、 揚水機等
▼負 担 率 県30％ 市10％

⑶土地改良事業調査計画費補助金 3 4 千円
県営事業を計画的に推進する ための基礎調査に要する 地元負担の
経費の一部を助成
▼施設種別 揚水機場（ 寒風山麓第一地区）
▼負 担 率 県50％ 地元50％（ う ち土地改良区2/3、 市1/3）

⑷ため池廃止事業 4 ,6 0 0 千円
ため池の廃止に必要な測量設計や工事
▼実施内容 ため池廃止測量設計業務
▼実施地区 相ノ 沢ため池（ 若美土花地区） R8~ R10年度

夏張ため池（ 脇本樽沢地区） R9工事予定
※防災重点ため池…浸水区域に家屋や公共施設が存在し 、 決壊し

た場合に人的被害を与える 恐れのある ため池

1-07

生産基盤整備支援事業
（ 農林水産課）

農産物の生産性向上によ る 効率的・ 安定的な農業経営の確立
と 将来の農業生産を 担う 経営体を 育成する ため、 ほ場整備など
の基盤整備強化に取り 組んでいる 農業者等を 支援する 。

1 1 , 1 9 0千円
前年度予算額 / 1 1 , 3 9 3千円

事業内容

土地改良事業における 受益者負担金に対し 助成する 。

▼実施地区 浦田地区、 若美中央地区、 福米沢本内地区
▼期 間 H18～R13年度、 H18～R11年度、 H25～R14年度
▼補 助 率 受益者負担率7.5％のう ち2.5％を補助

1-08

日本型直接支払交付金事業
（ 農林水産課）

農業・ 農村の多面的機能の維持・ 発揮を 図る ため、 地域の共
同活動、 中山間地域等における 農業生産活動等を 支援する 。

1 2 0 , 1 6 1千円
前年度予算額 / 1 2 0 , 5 1 2千円

事業内容

⑴多面的機能支払交付金 1 1 8 ,9 2 9 千円
▼補助率 国1/2 県1/4 市1/4
▼農地維持支払（ 30組織）
▼資源向上支払（ 共同活動） （ 24組織）

⑵中山間地域等直接支払交付金 1 ,2 3 2 千円
▼補助率 国1/2 県1/4 市1/4
▼活動協定（ 3組織）
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１ 産業が元気なま ち挑戦する 人が活躍する ま ちづく り

鳥獣被害防止対策事業
（ 農林水産課）

2 3 , 3 7 9千円
前年度予算額 / 4 ,0 2 1千円

農作物への被害の拡大防止やツ キノ ワ グマの警戒・ 捕獲等の
鳥獣被害防止活動の支援、 鳥獣被害対策実施隊の維持及び新規
隊員確保のため、 狩猟免許等の取得支援等の拡充を 図る 。

⑴男鹿市鳥獣被害対策実施隊の活動経費 6 ,8 2 6 千円
・ 隊員報酬（ 年4千円/人） 、 出動報償費（ ク マ10千円/日など）
・ 箱わな購入費（ 中型獣用）
・ 電気止め刺し 機（ 中型獣用） 等

⑵ツキノ ワ グマによ る 人身被害防止 9 ,8 5 1 千円
○緩衝帯整備（ 10ha）

学校・ 保育園等周辺のヤブの刈払い
○電気柵購入への助成

農地や家庭菜園への電気柵購入助成
▼補助率 購入費の1/2 上限150千円

○有害鳥獣を誘引する 樹木の伐採への助成
▼補助額 伐採 上限25千円、 処分 上限25千円

○捕獲慰労金50千円/頭（ ツ キノ ワ グマ）
○緊急銃猟報酬20千円/人
○ク マ注意看板設置、 ク マ撃退ス プレ ー購入費等

新

新

拡

新

新

拡

1-09

重3

拡

事業内容

⑶実施隊の維持及び新規隊員の確保、 猟友会の組織体制強化 2 ,9 0 0 千円
○狩猟免許等取得費への支援

・ 第一種銃猟 上限25千円→上限100千円
・ わな猟 上限100千円

○新規猟銃購入費への助成
・ 上限50千円→上限200千円

○猟銃の更新への助成
・ 廃銃後に新規購入する 場合に購入費を助成

上限100千円→上限200千円
○猟友会の組織体制強化への支援

⑷監視カメ ラ 、 ド ロ ーンを活用し たツ キノ ワ グマ対策 3 ,8 0 2 千円
○監視用カメ ラ によ る 箱わなの監視
○ド ロ ーンを活用し たク マの捜索

目撃情報によ り 現場に臨場し た際、 ク マの行方が不明なケース が多い
ため、 ド ロ ーンを活用し た上空から の捜索を行う こ と で、 次の対策に
繋げる 。

箱ワ ナ 緊急銃猟訓練

－23－



１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り
1-10

農業振興資金貸付金事業
（ 農林水産課）

今般の米価高騰に伴い投資意欲や生産意欲が高ま っ ており 、
その投資に係る 自己負担の軽減を 図る ため、 男鹿市農業振興資
金貸付基金を 増額する 。

拡 1 0 , 0 0 0千円

事業内容

▼基金総額
41,188,809円（ R7年度末現在）

▼貸付対象者
農業者団体、 農業者、 農業法人、 土地改良区等

▼対象事業
農業施設の整備、 生産振興のため必要と 認めら れる 事業

▼貸付利率
無利子

1-11

林業施設災害復旧事業
（ 農林水産課）

大雨等によ り 被災し た林道について復旧を 行い、 林業関係者
の安全・ 安心な通行を 確保する 。

新

3 ,7 1 0千円

事業内容

令和7年9月2日に被災し 、 通行止めの措置を実施し た増川林道の復
旧を行い、 早期の交通開放を図る 。

▼増川林道災害復旧工事

▼被災状況
沢地形に盛土し た箇所の道路法面が延長 5ｍ、 高さ 10ｍにわたり
崩落

ス マート 農機
被災状況
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新

新

1-12

森林カーボンク レ ジッ ト 推進事業
（ 農林水産課）

「 森林施業の推進によ る 吸収源の確保」 を 加速化さ せる ため、
市有林における Ｊ －ク レ ジッ ト プロ ジェ ク ト を 進め、 ク レ ジッ
ト の販売収益によ り 、 市有林整備を 推進する 。

新

1 , 4 0 0千円

事業内容

▼プロ ジェ ク ト 実施期間
・ Ｒ 8～Ｒ 15年度

プロ ジェ ク ト 活動によ り 実施期間内に認証さ れたク レ ジッ ト の販売
を計画的に行う 。

▼事業費
・ プロ ジェ ク ト 計画書妥当性確認審査 1,400千円

Ｊ －ク レ ジッ ト 森林管理プロ ジェ ク ト 計画書の内容について、 妥当
性確認審査を審査機関に委託。

重3

1-13

森林環境譲与税活用事業
（ 農林水産課）

森林環境譲与税を 活用し 、 森林整備を はじ め所有者の意向調
査や境界画定、 さ ら に森林整備を 担う 人材育成等の取組を 推進
する 。

拡

3 5 , 2 5 2千円
前年度予算額 / 3 3 , 6 7 4千円

事業内容

⑴森林経営管理意向調査等 2 ,0 0 3 千円

⑵森林経営管理間伐 1 ,0 3 4 千円

⑶森林情報シス テム保守等 1 ,0 3 0 千円

⑷間伐材有効活用事業費補助金 1 0 ,9 4 5 千円
私有林間伐材の合板工場や製材工場への運搬経費を助成する 。
▼補助率 1/2（ 65ha 5,000㎥）

⑸森林整備推進事業費補助金 1 4 ,0 9 8 千円
私有林の森林整備事業費の個人負担分を助成する 。
▼補助率 市32％（ 国51％、 県17％） 所有者負担なし

予定面積 49.75ha
（ 植栽11.00ha、 下刈り 26.13ha、 除伐6.41ha、 枝打6.21ha）

⑹森林経営管理制度の業務支援 2 ,7 4 2 千円
森林経営管理制度を適切に運用する ため、 専任の職員を配置し 事
業推進体制を強化する 。

⑺森林カーボンク レ ジッ ト 推進事業 1 ,4 0 0 千円（ 再掲）

⑻森林病害虫被害対策業務 2 ,0 0 0 千円
道路等のイ ンフ ラ に隣接する 松く い虫等の被害木の伐採を行う 。

重1

プロ ジェ ク ト 対象地 森林整備状況

－25－



１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り

1-15

路網（ 林業専用道） 整備推進事業
（ 農林水産課）

労働生産性の向上と 木材生産の安定供給によ り 原木供給体制
の強化を 図る ため、 林業専用道の整備を 推進する 。

3 ,8 0 0千円
前年度予算額 / 4 ,8 3 0千円

事業内容

○高能率生産団地路網整備事業費負担金

▼R 8 年度 林業専用道（ 仁井山線） L= 200ｍ
▼全体計画 R5～R12年度 L= 3,040ｍ
▼負担区分 国1/2 県1/3 市1/6

7 ,1 0 0千円
前年度予算額 / 1 0 , 1 0 7千円

⑴マツ林・ ナラ 林等景観向上事業 6 ,4 5 6 千円
・ 枯れマツ 等の伐倒処理
・ 各主要道路沿線 16.21ha

⑵ク マ緩衝帯等整備事業 3 0 8 千円
・ ク マの目撃情報がある 学校施設周辺の森林の除伐等
・ 脇本第一小学校周辺 ０ .52ha

新

1-16

事業内容

安全・ 安心な森整備事業
（ 農林水産課）

拡

森林の公益性維持や健全化を 図る ため、 景観維持や安全面に
支障がある 松く い虫被害等によ る 枯損木の伐採のほか、 森林の
緩衝帯等整備によ り 野生動物の出没抑制を 図る 。

2 2 , 8 6 1千円
前年度予算額 / 3 0 , 4 2 4千円

1-14

造林事業
（ 農林水産課）

山地災害防止、 水源かん養機能等、 森林の多様な公益的機能
の維持と 資源の保全を 図る ため、 市有林の計画的な整備を 行う 。

事業内容

⑴国・ 県補助事業 1 6 ,5 2 1 千円
市有林の計画的な間伐及び再造林等を実施し 、 良質材の生産を
図る 。
➀森林環境保全整備事業

▼再造林 船川港金川 3,795千円
無花粉杉、 エリ ート ツ リ ー採用

▼補助率 国51％ 県17％
➁合板・ 製材生産性強化対策事業

▼間 伐 北浦西黒沢 9,567千円
▼作業道 北浦西黒沢 3,159千円
▼補助率 定額補助

⑵間伐材運搬業務 6 ,3 4 0 千円
市有林の間伐材を搬出する こ と によ り 間伐材の有効活用を促進
し 、 木材の効率的な加工と 安定供給を推進する 。

林内集材状況 市有林間伐状況
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1-17

重1

近年の海況の変化によ る 漁獲量の減少や魚価の低迷を 踏ま え、
漁業経営の持続化・ 安定化を 図る ため、 収益性の高い魚種の蓄
養殖技術の確立や事業化に向けた取組を 支援する 。

拡

1 9 , 2 2 4千円
前年度予算額 / 1 7 , 0 6 3千円

事業内容

⑴養殖業定着促進事業 2 ,8 1 5 千円
養殖技術確立のため、 県、 漁業者と 一体と なって実証試験を行い、

種苗購入費等の1/2を支援する 。

▼ギバサ 5 0 0 千円
事業主体: 戸賀湾養殖研究会
事業箇所: 戸賀湾
事業期間: R6～R8年度（ 3年間）

▼マガキ 1 ,5 0 0 千円
事業主体: 戸賀湾養殖研究会

北浦地先真牡蠣養殖研究会
若美漁港青年部

事業箇所: 戸賀湾、 北浦漁港、 若美漁港
事業期間: R6～R8年度（ 3年間: 戸賀）

R7～R9年度（ 3年間: 北浦、 若美）

▼海藻類（ コ ンブ・ ヒ ジキ・ ク ロ モ） 5 0 0 千円
事業主体: 男鹿市海藻養殖研究会
事業箇所: 男鹿中（ 間口浜）
事業期間: R8～R10（ 3年間）

⑵男鹿版蓄養殖ス テッ プアッ プ事業 3 ,2 3 0 千円
実証試験において試験販売に至った魚種について、 事業化を推進

する ため種苗購入費等の2/3を支援する 。

▼ク ルマエビ 2 ,5 3 0 千円
事業主体: 五里合ク ルマエビ生産研究会
事業箇所: 五里合漁港
事業期間: R6～R8年度（ 3年間）

▼サーモン 7 0 0 千円
事業主体: 椿地区サーモン養殖研究会
事業箇所: 椿漁港
事業期間: R6～R8年度（ 3年間）

⑶種苗放流等事業 1 3 ,1 7 9 千円
「 つく り 育てる 漁業」 によ る 継続的な種苗放流と 資源管理型漁業
を推進する ため、 種苗放流等の費用を支援する 。

▼魚種
アワ ビ、 ク ルマエビ、 キジハタ 、 バイ 貝、 サケ、 ワ カサギ卵、
ハタ ハタ （ ふ化放流、 施設整備）

男鹿の海育てる 漁業定着支援事業
（ 農林水産課）

新

椿地区（ サーモン） 五里合地区（ ク ルマエビ）

拡
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1-18

水産業振興事業
（ 農林水産課）

漁業経営の安定化・ 持続化を 図る ため、 漁業者の負担を 軽減
する ほか、 漁獲対象魚種・ 漁業の複合化や転換を 促進する 。

2 5 , 3 0 2千円
前年度予算額 / 2 5 , 5 6 9千円

事業内容

⑴漁村再生交付金事業 1 ,0 0 0 千円
秋田県沖の底曳網漁場において海底耕耘を行う 。

⑵水産多面的機能発揮対策事業 5 6 6 千円
秋田県沿岸環境・ 生態系保全対策地域協議会の活動を支援する 。
▼活動組織 北浦地区・ 船川地区豊かな海づく り 会

⑶次世代型漁業転換促進事業 2 ,5 0 0 千円
次世代にわたり 持続可能な漁業生産を維持する ため、 漁獲対象
魚種・ 漁業の複合化や転換を促進する 。
▼補助対象 複合魚種への転換に必要な漁具・ 漁法等を導入

する 漁業者
▼補 助 率 市1/3（ 別途県: 新規1/2、 通常1/3）

⑷漁獲共済加入促進事業 1 ,0 1 6 千円
漁獲金額の減少に備え国のセーフティ ネッ ト 制度へ加入する
漁業者を支援する 。
▼補助対象 漁獲共済へ加入する 漁業者等
▼補 助 率 各種漁獲共済 30％

ハタ ハタ 漁獲共済 50％

⑸漁業振興資金貸付金事業 2 0 ,2 2 0 千円
秋田県漁業協同組合員に対し 、 効率的な資金貸付を支援する 。
▼貸 付 金 20,000千円（ 無利子）

1-19

水産物供給基盤機能保全事業
（ 農林水産課）

施設の長 寿命化、 更新コ ス ト の平準化・ 縮減を 図る ため、 男
鹿市地区水産物供給基盤機能保全事業計画に基づき 、 市管理漁
港施設の計画的な機能保全を 推進する 。

3 3 , 0 0 0千円
前年度予算額 / 6 7 , 7 0 0千円

事業内容

▼実施漁港 若美漁港

▼実施内容 機能保全工事 第1北防波堤補修（ L= 24.7m ）
第1突堤補修（ L= 20.3m ）
泊地・ 航路浚渫（ V= 2,630㎥）

▼全体計画 R6~ R11年度

若美漁港
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1-20

漁港整備管理事業
（ 農林水産課）

漁船の安全航行及び災害の未然防止を 図る ため、 県営漁港及
び市管理漁港の施設機能の維持・ 向上の取組を 行う 。

3 7 , 2 3 7千円
前年度予算額 / 3 1 , 6 1 1千円

事業内容

⑴県営漁港事業負担金 1 0 ,0 0 0 千円
▼実施漁港 北浦本港、 相川分港、 畠漁港
▼実施内容 北浦本港 泊地浚渫（ V= 3,400㎥）

相川分港 第3防波堤改良（ L= 50m ）
東護岸改良（ L= 25m ）

畠漁港機能保全計画見直し （ N= 1式）

⑵市管理漁港費 2 6 ,2 3 7 千円
▼実施漁港 7漁港 (若美,五里合,湯之尻,加茂,門前,脇本,船越)
▼実施内容 漁港泊地・ 航路の浚渫、 施設の維持補修等を実施

北浦漁港

1-21

がんばる 男鹿の漁業応援! 経営確立支援事業
（ 農林水産課）

中年層ま での独立自営漁業者に対し 市独自の給付金を 交付し 、
漁業就業初期段階の所得安定を 図り 経営継続を 支援する 。

7 ,5 0 0千円
前年度予算額 / 3 ,0 0 0千円

事業内容

▼補助対象 漁業ス ク ール等を受講済みま たは同等以上の能力を有
する 60歳未満の独立自営漁業者等

▼補 助 額 1人当たり 年額1,500千円
▼期 間 5年間

新規漁業者

－29－



１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り
1-22

重1

事業内容

男鹿半島なま はげラ イ ド 五風なま はげ太鼓ラ イ ブ

観光コ ン テン ツ 魅力向上事業
（ 観光課）

1 2 , 1 7 0千円
前年度予算額 / 2 3 , 3 9 7千円

男鹿なら ではの観光資源を 磨き 上げ、 面的な受入態勢を 整備
し 、 観光客の周遊促進によ る 滞在時間の増加、 自然を 生かし た
体験型アク ティ ビ ティ を 充実さ せる こ と で、 観光コ ンテンツ の
更なる 魅力向上を 図る 。

⑴サイ ク リ ングイ ベント 「 男鹿半島なま はげラ イ ド 」 の開催
1 ,6 0 0 千円

▼実施主体
男鹿半島なま はげラ イ ド 実行委員会

▼実施内容
・ 全国から 参加し たサイ ク リ ス ト が地元の食や景観を楽し みなが

ら 半島内全域を周回
・ ロ ングコ ース （ 約100キロ ） 他２ コ ース の設置
・ 台湾のサイ ク リ ス ト をタ ーゲッ ト と し た旅行商品の造成

⑵サイ ク ルボール2 0 2 6 の開催 2 ,5 8 5 千円
専用アプリ を活用し たサイ ク リ ング誘客コ ンテンツである サイ ク ル
ボールに参加し 、 期間を通じ たサイ ク リ ス ト を誘客

⑶自治体間連携 1 ,1 8 6 千円
自転車を活用し たコ ンベンショ ン等への参加

⑷魅力ある 観光コ ンテンツの造成 1 ,1 5 0 千円
五風を活用し た体験型コ ンテンツ の造成

⑸冬季誘客推進事業費補助金 2 ,0 0 0 千円
男鹿温泉郷でのイ ルミ ネーショ ンや、 なま はげ太鼓の冬季追加公
演をメ イ ンと し たナイ ト コ ンテンツの実施
▼補助率 1/2

⑹灯台を活用し た誘客推進 6 4 9 千円
・ 灯台関連サミ ッ ト や会議への参加
・ 入道埼灯台を活用し た灯台ま つり の開催（ 秋田海上保安部と の

連携事業）

⑺なま はげ文化の魅力発信 3 ,0 0 0 千円
・ 男鹿駅周辺エリ アでま ち歩き ス タ ンプラ リ ーの開催

拡

新
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１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り
1-24

事業内容

観光振興団体補助事業
（ 観光課）

5 , 2 5 0千円
前年度予算額 / 5 ,2 5 0千円

男鹿市の観光振興に資する と 認めら れる 団体の事業等に対し
補助する こ と で、 観光団体の取組を 後押し する 。

⑴男鹿市観光協会補助金 5 ,0 0 0 千円
観光客の誘致、 誘客宣伝及び各種行事励行によ り 観光振興を図る 。

⑵宮沢海水浴場組合補助金 2 5 0 千円
観光拠点である 宮沢海水浴場の環境整備、 利用者の安全対策を図
る 。

1-23

事業内容

寒風山ビ ジョ ン実現事業
（ 観光課）

1 1 , 0 9 7千円
前年度予算額 / 1 3 , 5 5 5千円

本市のシンボルである 寒風山なら ではの遊びや情報発信、 景
観及び環境維持など 、 令和3年度に策定し た「 魅力ある 寒風山
ビ ジョ ン 」 の実現に向けた取組によ り 、 寒風山を 魅力ある 姿で
未来へつなげる 。

⑴寒風山山焼き 業務 2 ,3 0 0 千円
▼実施主体 寒風山山焼き 実行委員会
▼実施場所 寒風山大噴火口内の約37ヘク タ ール

⑵寒風山遊び体験 2 8 4 千円
令和7年度に実施し た寒風山遊び体験やソ リ 滑り タ イ ムアタ ッ ク
のアンケート 結果を踏ま え、 ソ リ 滑り タ イ ムアタ ッ ク をブラ ッ
シュ アッ プ

⑶環境整備業務 8 ,5 1 3 千円
樹木伐採や遊歩道草刈り

寒風山遊び体験（ 紙飛行機飛ばし ） 寒風山遊び体験（ ソ リ 滑り タ イ ムアタ ッ ク ）

1-25

地域活性化起業人活用事業
（ 観光課）

専門的なノ ウ ハウ や知見を 持つ民間人を 受け入れ、 専門知識
や業務経験等を 活用し 、 地域の課題解決につなげる こ と で地域
活性化を 図る 。

新 6 ,1 0 0千円

事業内容

○地域活性化起業人（ 企業派遣型） 1 名の受入れ
▼派 遣 元 日本航空株式会社
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１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り
1-26

重1

事業内容

観光情報発信強化・ 誘客プロ モーショ ン
推進事業（ 観光課）

3 1 , 2 3 7千円
前年度予算額 / 3 1 , 3 6 2千円

男鹿の魅力を 多方面に発信する ため、 Ｓ Ｎ Ｓ 等の効果的な活
用によ る 情報発信の強化に取り 組むほか、 ク ルーズ船社、 旅行
代理店など へのセールス を 推進する など 、 タ ーゲッ ト を 明確に
し た誘客プロ モーショ ン活動を 展開する こ と で誘客推進を 図る 。

教育旅行誘致促進事業 観光写真フォ ト コ ンテス ト 2025

⑴Ｐ Ｒ イ ベント 等によ る 誘客推進 6 ,0 1 0 千円
・ なま はげを核と し た観光プロ モーショ ンの実施
・ 商社等タ ーゲッ ト を明確にし たセールス

⑵教育旅行誘致の促進 7 ,2 1 0 千円
・ 市内の宿泊施設及び観光施設等で使用でき る お土産割引券の配布
・ コ ンテンツ を体験し ても ら う ため、 学校の教育旅行担当者を招請
・ 教育旅行プロ グラ ムのWebサイ ト 運営及び管理
・ 県が主催する 教育旅行説明会等への参加

⑶パンフ レ ッ ト ・ ポス タ ー等によ る 情報発信 5 ,1 9 8 千円
・ 男鹿総合観光パンフ レ ッ ト の発行（ 70,000部予定）
・ 外国語パンフ レ ッ ト の発行（ 英語・ 繁体字）
・ フォ ト コ ンテス ト 受賞作品を活用し た観光ポス タ ーの制作
・ 新聞・ 雑誌・ Ｓ Ｎ Ｓ 等へ広告掲出

⑷モンベルと 連携し た情報発信 1 ,2 7 1 千円
・ モンベルホームページ、 会員向け雑誌に観光情報を掲載
・ モンベルフ レ ンド フ ェ アへの出展

⑸Ｓ Ｎ Ｓ 等を活用し た情報発信の強化 4 ,6 9 8 千円
・ Ｓ Ｎ Ｓ を活用し た情報発信ス キルアッ プ業務

職員や事業者のＳ Ｎ Ｓ ス キルアッ プ、 投稿結果の分析等の講座
を開催

・ 旬な情報をタ イ ムリ ーに発信する ための環境整備

⑹デジタ ル技術を活用し た情報発信 3 ,8 0 0 千円
・ Ｓ Ｎ Ｓ を活用し たフォ ト コ ンテス ト を実施
・ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 公式アカウ ント 「 あき た観光パス ポート 」 の運用

（ 秋田市、 潟上市3市連携事業）

⑺なま はげ柴灯ま つり 補助金 2 ,5 0 0 千円
「 男鹿のナマハゲ」 のＰ Ｒ と 、 冬季観光誘客推進のため、 なま は
げ柴灯ま つり を開催

⑻洋上風力発電観光活用推進事業費補助金 5 5 0 千円
・ 洋上風力発電事業を活用し た旅行商品造成への支援
・ 秋田市と 連携し たモニタ ーツ アーの実施
▼補助率 1/2

拡

拡
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１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り
1-27

重1

事業内容

観光受入態勢整備事業
（ 観光課）

5 , 0 2 0千円
前年度予算額 / 3 ,1 0 1千円

観光事業の担い手・ 人手不足解消に向けた取組や、 二次アク
セス の充実など 観光客の安全・ 安心な旅を 支える 受入態勢の整
備を 図る 。

⑴観光防災体制構築業務 1 ,5 0 0 千円
・ 災害時のイ ンバウ ンド を含む観光客の安全確保・ 帰宅支援や、

災害後の観光産業の早期復旧・ 復興へのプロ セス について、
官民で認識を共有

・ 災害時における 協力宿泊施設等の拡大
・ 宿泊施設等の代表者、 防火管理者等を対象と し たワ ーク ショ ッ

プの開催
・ 自治体及び事業者向け観光防災マニュ アル（ 案） の作成

⑵宿泊事業者人手不足支援事業費補助金 2 ,0 9 2 千円
求人マッ チングサービス を活用し て人材を受け入れる 事業者に、
マッ チング費用等の一部（ マッ チング費、 振込関連手数料等） を
支援（ タ イ ミ ー、 おてつたび）

⑶観光マイ タ ク シー事業補助金 9 7 8 千円
観光モデルコ ース を巡る タ ク シーの利用料金を支援

⑷観光地域課題解消事業費補助金 4 5 0 千円
雲昌寺あじ さ い期間の交通渋滞解消のため、 なま はげ館・ 雲昌寺
間でのシャ ト ルバス の運行を支援
▼補助率 1/2

新

拡

1-28

観光施設整備事業
（ 観光課）

観光施設を 整備する こ と で、 利用者の利便性と 快適性の向上
を 図る 。

拡

7 ,9 8 4千円
前年度予算額 / 2 9 , 7 6 1千円

事業内容

⑴観光施設整備 4 ,7 0 1 千円
・ なま はげ館高圧コ ンデンサＰ Ｃ Ｂ 分析及び更新工事
・ なま はげ館高圧気中開閉器更新工事
・ なま はげ館シアタ ース ク リ ーン更新

⑵観光施設照明LED化 6 5 4 千円
▼対象施設

男鹿総合観光案内所、 男鹿温泉交流会館五風
▼リ ース 期間

男鹿総合観光案内所 （ R8～R18年度）
男鹿温泉交流会館五風（ R8～R13年度）

⑶公衆ト イ レ 解体 2 ,6 2 9 千円
令和4年度に実施し た調査に基づき 、 アス ベス ト が使用さ れてい
る と 判明し た公衆ト イ レ を計画的に解体する 。
・ R8年度 小浜
・ R9年度 五里合園地第一

新
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１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り
1-29

重1

事業内容

イ ンバウ ン ド 誘客推進事業
（ 観光課）

3 4 , 2 0 5千円
前年度予算額 / 2 8 , 3 4 9千円

重点市場と 位置付けている 台湾を はじ め、 タ イ 、 香港等を
タ ーゲッ ト と し て、 県や市内観光事業者と 連携し たト ッ プセー
ルス やプロ モーショ ン を 展開する こ と で、 本市への誘客と 宿泊
者数の増加を 図る 。

⑴ト ッ プセールス 6 ,9 6 5 千円
県や関係団体と 連携し 、 台湾等へト ッ プセールス を実施

⑵なま はげ太鼓海外派遣 4 ,8 0 0 千円
キラ ーコ ンテンツなま はげをＰ Ｒ する ため、 なま はげ太鼓を派遣

⑶イ ンバウ ンド プロ モーショ ン 6 ,0 0 0 千円
なま はげを核と し 、 都内に滞在・ 宿泊する 外国人観光客をタ ーゲッ
ト と し た観光Ｐ Ｒ イ ベント を実施

⑷外国人観光客誘客促進事業 1 6 ,0 0 0 千円
市内への宿泊客に土産物購入補助券と ノ ベルティ グッ ズを配布

⑸多言語観光Ｐ Ｒ サイ ト 作成業務 4 4 0 千円
市公認観光情報サイ ト 内に外国語サイ ト （ 韓国語） を作成

1-30

事業内容

Ｄ ＭＯ を 核と し た稼ぐ 観光推進事業
（ 観光課）

3 1 , 5 0 0千円
前年度予算額 / 3 7 , 0 0 0千円

観光事業者と 密接な関係を 築き 、 観光資源のブラ ッ シュ アッ
プや誘客促進、 受入態勢の強化を 行う こ と によ り 、 地域観光事
業者がよ り 稼げる 仕組みづく り を 促進する 。

⑴男鹿版Ｄ ＭＯ によ る 観光地域づく り 事業の推進 2 6 ,0 0 0 千円
▼実施主体

㈱おが地域振興公社
▼実施メ ニュ ー

①ス ポーツ ツーリ ズムの推進
・ 台湾サイ ク リ ス ト をタ ーゲッ ト と し た旅行商品の造成
・ アウ ト ド ア体験など アク ティ ビティ を中心と し た地域コ ンテン

ツの魅力向上
②なま はげ文化ツ ーリ ズム

・ なま はげを核と し た旅行商品の造成
・ 雲昌寺のあじ さ いを活用し た周遊観光の促進

③イ ンバウ ンド 誘客の促進
・ 市や事業者と 連携し た台湾旅行事業者へのセールス
・ 宿泊事業者向けに多言語化への支援
・ イ ンフ ルエンサーによ る 情報発信

④マーケティ ング調査
・ 観光満足度調査の実施
・ 秋田県DMP（ 観光関連データ の一元化を図る プラ ッ ト ホーム）

を活用し た観光動態の分析

⑵地域おこ し 協力隊の採用（ 1 名） 5 ,5 0 0 千円
地域の観光産業を取り 巻く 課題解決に向けた取組を企画・ 実施でき

る 人材を育成する ため、 地域おこ し 協力隊（ 企業受入型） を採用する 。
ト ッ プセールス なま はげ太鼓海外派遣
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１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り
1-32

男鹿でオガル! 商工業チャ レ ンジ支援事業
（ 男鹿ま る ご と 売込課）

重1

男鹿で新たな事業に挑戦する 事業者に対し て、 ふる さ と 納税
の寄附を 活用し て支援し 、 地域経済の活性化のさ ら なる 深化を
図る 。

1 8 , 9 0 0千円
前年度予算額 / 2 3 , 9 0 0千円

事業内容

⑴起業チャ レ ンジ支援事業費補助金 6 ,0 0 0 千円
新規起業や第二創業を行う 事業者を募集・ 選定し 、 その取組を助
成する 。
▼対象経費 起業に必要な機器の導入に要する 経費等
▼補 助 率 経費の1/2以内（ 上限3,000千円）

⑵空き 店舗等利活用促進事業費補助金 9 ,9 0 0 千円
中小企業者等が行う 空き 店舗や空き 家の店舗部分の改修費及び店
舗部分に係る 賃借料を助成する 。
▼補 助 率

改修費補助 改修費の1/2以内（ 上限1,500千円）
賃借料補助 月40千円/上限（ 12カ月間）

⑶販路拡大支援事業費補助金 3 ,0 0 0 千円
新商品開発、 既存商品のブラ ッ シュ アッ プや商談会出展費用等に
要する 経費を助成する 。
▼補 助 率 経費の1/2以内（ 上限300千円）

なま はげ柴灯ま つり 同時開催イ ベント 「 SEDOLLITE（ セド ラ イ ト ） 」

1-31

男鹿駅周辺エリ アにぎわい事業
（ 男鹿ま る ご と 売込課）

重1

男鹿観光の玄関口である 男鹿駅周辺エリ アにおいて、 大型イ
ベン ト を 開催し 、 交流人口の拡大やエリ ア一体と なっ た賑わい
の創出を 図る 。

9 , 2 8 2千円
前年度予算額 / 6 ,7 9 2千円

事業内容

⑴男鹿日本海花火同時開催イ ベント （ 8月）
⑵男鹿駅周辺エリ ア装飾業務（ 12月～2月）
⑶なま はげ柴灯ま つり 同時開催イ ベント （ 2月）
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１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り

1-34

男鹿の特産品売込事業
（ 男鹿ま る ごと 売込課）

地場産品の販路を 拡大する ため、 主要産品のプロ モーショ ン
や県外で開催さ れる 展示会への出展等によ り 、 認知度及び魅力
向上、 事業者のマッ チング機会の創出を 図る 。

1 8 , 4 0 3千円
前年度予算額 / 1 7 , 7 1 8千円

事業内容

⑴地場産品の消費拡大イ ベント の開催（ 6月、 10月） 4,246千円
⑵秋田県等が主催する イ ベント への出展 3,249千円
⑶男鹿海洋高校と の産学官連携イ ベント の開催（ 2月） 1,694千円
⑷地場産品の情報発信、 広告宣伝 6,050千円

1-35

男鹿産米ふる さ と 納税返礼品出品力
強化支援事業
（ 男鹿ま る ごと 売込課）

ふる さ と 納税市場において、 本市主力返礼品である 「 男鹿産
米」 の競争力を 確保し 、 ふる さ と 納税寄附受入額増加を 目指す
と と も に、 新たな販路の拡大に取り 組む生産者等を 支援する 。

4 ,0 0 0千円
前年度予算額 / 6 ,0 0 0千円

事業内容

▼対象要件
補助を受けてから 3年間、 ふる さ と 納税返礼品と し て3ト ン/年

（ 精米ベース ） 以上を出品する こ と 。

▼対象経費
ふる さ と 納税返礼品と し て男鹿産米の出品に要する 設備導入経費

▼補 助 率
経費の1/2以内（ 上限1,000千円/件）

ふる さ と 納税返礼事業
（ 男鹿ま る ごと 売込課）

全国から 「 なま はげの里男鹿」 応援寄附金と し てふる さ と 納
税を 募り 、 返礼品と し て本市の特産品を 提供する こ と で、 市内
事業者の販路拡大や地場産品並びに男鹿の知名度向上を 図る 。

⑴ふる さ と 納税支援業務
寄附の受付、 寄附情報の管理、 返礼品の発送、 寄附者対応等

⑵旅先納税サポート 業務
旅先納税に関する 電子ギフ ト 券の発行、 加盟店の募集等

⑶ふる さ と 納税促進に係る Ｐ Ｒ 等の実施

寄附受入目標: 5億円

1-33

2 4 9 , 5 8 7千円
前年度予算額 / 1 2 4 ,6 6 7千円

事業内容

男鹿産米 白米計量機
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１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り
1-37

サテラ イ ト オフ ィ ス 誘致推進事業
（ 男鹿ま る ごと 売込課）

サテラ イ ト オフ ィ ス の誘致やサテラ イ ト オフ ィ ス を 新たに整
備する 企業等への支援によ り 、 雇用機会の拡大、 地域産業の振
興を 図る 。

7 , 6 1 3千円
前年度予算額 / 5 , 1 0 9千円

事業内容

⑴サテラ イ ト オフィ ス 誘致推進業務 3 ,3 3 3 千円
地方進出に意欲を持つ首都圏等の企業を対象と する モニタ ーツ
アー等を実施し 、 サテラ イ ト オフィ ス の誘致を図り 、 市内への本
格的な企業立地に結び付ける 。

▼首都圏等の企業に対する マーケティ ング調査
▼オンラ イ ン相談会
▼男鹿市視察ツ アー

⑵サテラ イ ト オフィ ス 設置事業費補助金 3 ,0 0 0 千円
物件の購入又は改修費の助成

▼補 助 率 補助対象経費の1/2以内
▼上 限 額 1,500千円

⑶サテラ イ ト オフィ ス 運営事業費補助金 1 ,2 8 0 千円
新たに開設し たサテラ イ ト オフ ィ ス の賃借料の助成

▼補 助 額 月額40千円
▼補助期間 運営月数分、 最大12か月

1-36

企業誘致対策事業
（ 男鹿ま る ごと 売込課）

重1

新たな企業立地や企業の事業拡大を 支援し 、 雇用機会の拡大、
地域産業の振興を 図る 。

1 6 6 ,9 2 9千円
前年度予算額 / 2 6 0 , 0 9 5千円

事業内容

⑴秋田県企業誘致推進協議会と 連携し た誘致活動等 3 ,0 2 9 千円
「 あき たリ ッ チセミ ナー」 参加、 ト ッ プセールス 等

⑵商工業振興促進条例に基づく 奨励措置 1 6 3 ,9 0 0 千円
①雇用奨励金の交付

▼対 象 者 市内に住所を有する 常勤の従業員
▼補 助 額 年額300千円／1名
▼補助期間 3年間

②新設ま たは増設する 工事等に係る 固定資産税の課税免除
▼免除期間 3年間

③施設整備費補助金の交付
投下固定資産の取得額に応じ て補助
▼上 限 額 150,000千円
▼交付予定 施設名: ホテル木下 秋田男鹿駅前

申請者: （ 株） 木下不動産開発
開業日: 令和8年3月5日

重1
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１ 産業が元気なま ち・ 挑戦する 人が活躍する ま ちづく り
1-38

男鹿ではたら く ! 若者等地元就職促進事業
（ 男鹿ま る ごと 売込課）

高校生や首都圏でのＡ タ ーン 希望者等の地元企業への就職意
欲の醸成や定着回帰を 促進する と と も に、 市内企業の人材確保
を 支援する こ と によ り 、 地域経済の維持及び活性化を 図る 。

1 ,1 2 2千円
前年度予算額 / 1 ,4 1 7千円

事業内容

⑴体験型業界研究会開催事業 2 9 5 千円
高校生を対象に、 地元企業の説明によ る 体験型業界研究会「 なま
はげジョ ブFes」 を開催し 、 業界の仕組みや企業の取組等を学ぶ機
会を提供し 、 地元企業への就職意欲の醸成を図る 。

⑵首都圏Ａ タ ーンイ ベント への参加 3 6 5 千円
県主催イ ベント 「 あき た就職フェ ア」 において、 Ａ タ ーン希望者
およ び移住・ 定住希望者に対し て、 本市企業の紹介や移住・ 定住
相談を行う ため出展ブース に参加する 。

⑶市内立地企業等の雇用関連情報の発信 4 6 2 千円
新聞等の購読者向け情報配信シス テムを活用し 、 市内立地企業等
の雇用関連情報を配信する 。

1-39

就業資格取得支援助成金
（ 男鹿ま る ご と 売込課）

資格の取得を 助成し 、 労働者・ 求職者の賃金収入の底上げ、
就業機会の拡大と 事業者の人材確保を 支援する 。

9 0 0千円
前年度予算額 / 9 0 0千円

事業内容

⑴求職者向け（ 上限5 0 千円）
▼対象資格 就業する 上で有利と なる 資格

⑵在職者向け（ 上限5 0 千円）
▼対象資格 IT・ デジタ ル関連資格、 建設、 介護・ 福祉、

運輸関連資格等
⑶事業者向け（ バス ・ タ ク シー事業者）

▼対象資格 第二種運転免許
▼助成金額 普通二種 1人当たり 上限100千円

中・ 大型二種 1人当たり 上限200千円
1-40

ク ルーズ船寄港誘致推進事業
（ 男鹿ま る ごと 売込課）

船社に対する ト ッ プセールス や寄港時の歓迎事業を 通じ 、 ク
ルーズ船寄港誘致と 船川港の利活用促進、 地域住民と の交流や
観光の振興を 通じ た地域の活性化を 推進する 。

6 ,5 0 3千円
前年度予算額 / 1 0 , 1 3 1千円

事業内容

⑴船社等への寄港誘致活動等 583千円
⑵ク ルーズ船寄港促進動画制作業務 3,401千円
⑶船川港ク ルーズ船寄港歓迎実行委員会補助金 2,519千円

体験型業界研究会「 なま はげジョ ブFes」
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１ 産業が元気なまち・挑戦する人が活躍するまちづくり

拡

新

1-41

船川港港湾ビジョン実現推進事業
（男鹿まるごと売込課）

重1

秋田県沖で洋上風力発電事業が進展している中、船川港の港湾
機能の強化、企業の誘致や産業の集積など、港湾を核とした地域
産業の活性化を図るため、20年先の船川港が目指すべき将来の姿
を見据えて策定した「船川港港湾ビジョン」の実現を図る。

拡
23,334千円

前年度予算額 / 12,037千円

事業内容

⑴港湾利用拡大促進事業費補助金 2,600千円
船川港の入港船舶数や取扱貨物量等を増やすことで、船川港港湾
計画に基づく機能強化を促進するため、船川港を利用して貨物を
取り扱う荷主に対し、施設（物揚場、岸壁、野積場）の使用料等
に対する支援を実施する。

▼補助率 1/2（継続利用分）2/3（増加分・新規利用分）
▼限度額 1者当たり2,500千円

⑵ポートセールス 389千円
船川港の利用促進のため、首都圏等へトップセールスを行う。

⑶次代を担う港湾関係人材育成事業 345千円
洋上風力発電事業者や訓練センター「風と海の学校 あきた」等
と連携し、小中学生が港湾や再生可能エネルギーに関する理解を
深める学習機会を創出するため、施設見学、出前教室等を実施す
る。

⑷風力発電メンテナンス等関連資格取得事業費補助金 400千円
洋上風力発電事業の進展を見据え、地元企業の関連工事やメンテ
ナンス事業への参画を後押しするため、特殊高所作業技術や潜水
技術等関連資格の取得・更新経費の一部を支援する。

▼補助率 1/4
▼限度額 1人当たり200千円

⑸洋上風力関連資格等宿泊補助金 1,500千円
洋上風力発電の訓練センター「風と海の学校 あきた」で訓
練を受講する者の市内宿泊を促すため、宿泊費用を助成する。

▼補助率 宿泊費用の1/2
▼限度額 ６千円

⑹重要港湾改修事業負担金 17,500千円
船川港港湾計画に基づき、災害時の緊急物資や生活物資を供給す
るライフラインとしての役割を担うため、船川港15,000トン岸壁
の改良（耐震化）に向け、県事業費の一部を負担する。

▼事業内容（R8年度） 詳細設計及び工事
▼市負担率 県事業費（350,000千円）の5％

⑺男鹿市、潟上市、秋田市３市連携事業負担金 300千円
洋上風力発電や関連産業を活用した産業ツーリズムのためのモニ
ターツアーを実施する。

⑻男鹿の経済活性化に係る講演会の開催 300千円
船川港港湾振興会との共催により、専門家を招聘し講演会を行う。

上空から望む船川港
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２ 半島防災に向けた安全・ 安心な
ま ちづく り

能登半島地震や大雨災害を教訓に、 災害活動を迅速・ 円滑に行う 体制を構築
する と と も に、 避難所の環境改善や資機材の整備をすすめ、 防災力の強化を図
り ま す。

ま た、 豊かな都市環境や自然環境を保ち、 その質を高める こ と で誰も が快適
で安心に暮ら し 続ける ま ちを目指し ま す。

2-01 社会資本整備総合交付金事業 （ 建設課）

2-02 道路舗装改良事業 （ 建設課）

2-03 道路舗装修繕緊急対策事業 （ 建設課）

2-04 道路メ ンテナンス 事業 （ 建設課）

2-05 男鹿駅跨線橋管理業務 （ 建設課）

2-06 暮ら し を支える 地域交通整備事業 （ 企画政策課）

2-07 新たな生活交通の確保モデル事業 （ 企画政策課）

2-08 公園長 寿命化事業 （ 建設課）

2-09 公営住宅等解体事業 （ 建設課）

2-10 再生可能エネルギーゾーニング事業

（ 男鹿ま る ごと 売込課）

2-11 ブルーカーボン実証プロ ジェ ク ト 推進事業

（ 生活環境課・ 農林水産課）

2-12 ごみ処理広域化推進事業 （ 生活環境課）

2-13 合併浄化槽設置事業 （ 生活環境課）

2-14 鳥糞被害撲滅作戦推進事業 （ 生活環境課）

2-15 経営戦略策定業務 （ 企業局）

2-16 水道老朽管更新事業 （ 企業局）

2-17 重要給水施設排水管更新 （ 企業局）

2-18 ガス 管耐震化事業 （ 企業局）

2-19 下水道防災・ 安全交付金事業 （ 企業局）

2-20 男鹿潟上南秋消防組合負担金 （ 危機管理課）

2-21 消防施設整備事業 （ 危機管理課）

2-22 半島防災加速化事業 （ 危機管理課）

2-23 秋田県次期総合防災情報シス テム整備事業

（ 危機管理課）

2-24 ハザード マッ プ改修等事業 （ 危機管理課）

2-25 Ｊ アラ ート 受信機更新事業 （ 危機管理課）

2-26 空き 家等対策推進事業 （ 危機管理課）

2-27 住宅・ 建築物安全ス ト ッ ク 形成事業 （ 建設課）

新

新

新

新

重3新

新

新

拡

重3

重3

重3新

重2

重3

重3

重3

新

－40－



２ 半島防災に向けた安全・ 安心なま ちづく り

山田中間口線

路面標示

女川天台線

2-01

社会資本整備総合交付金事業
（ 建設課）

道路整備の促進を 図る ため、 国の交付金を 活用し 道路整備や
舗装修繕等を 実施する 。

1 0 7 , 9 5 3千円
前年度予算額 / 1 7 0 ,5 7 7千円

事業内容

⑴道路改良 5 ,0 0 0 千円
▼改良工事

・ 女川天台線 L= 60m

⑵舗装修繕 9 2 ,0 0 0 千円
▼測量設計業務

・ 飯の森渡部線 L= 1,800m
▼修繕工事

・ 山田中間口線 L=   630m
・ 北浦真山線 L=   300m

⑶路面標示 5 ,0 0 0 千円
▼路面標示工事

・ 元浜町化世沢線外 L= 850m

2-02

道路舗装改良事業
（ 建設課）

道路の利便性及び安全性の向上を 図る ため、 老朽化によ り 劣
化・ 損傷し た舗装を 修繕する 。

1 3 5 , 0 3 8千円
前年度予算額 / 1 3 1 ,2 4 3千円

事業内容

▼測量設計業務
・ 船越払戸線外 L= 1,250m
・ 中樋横長 根線 L= 600m

▼修繕工事
・ 松木沢潟端線 L= 760m
・ 三萬場線 L= 340m
・ 船越踏切駅前線 L= 300m
・ 前野内子線 L= 270m

船越踏切駅前線

2-03

道路舗装修繕緊急対策事業
（ 建設課）

市が管理する 幹線道路の冬期間の凍上など の影響によ る 舗装
破損等の迅速な復旧と 予防を 図る 。

5 0 , 0 0 0千円
前年度予算額 / 5 0 , 0 0 0千円

事業内容

▼修繕工事
・ 船越脇本線 L= 300m
・ 相染線 L= 360m
・ 角間崎18号線 L= 310m
・ なま はげラ イ ン L= 320m
・ 大橋堤防内子線 L= 500m

角間崎18号線

－41－



２ 半島防災に向けた安全・ 安心なま ちづく り

2-04

道路メ ンテナン ス 事業
（ 建設課）

地域道路網の安全性の向上を 図る ため、 国の補助金を 活用し 、
橋梁の点検や老朽化等によ り 劣化・ 損傷し た橋梁の補修を 行う 。

1 7 9 , 9 0 0千円
前年度予算額 / 9 8 , 6 0 0千円

事業内容

⑴橋梁点検 1 3 ,0 0 0 千円
・ 沢田橋外 N= 30橋

⑵橋梁修繕 1 6 0 ,5 0 0 千円
・ 青鬼 橋 N= 1橋
・ 鰰橋 N= 1橋
・ 草根1号橋 N= 1橋

鰰橋

2-05

男鹿駅跨線橋管理業務
（ 建設課）

利用者の安全性と 利便性や安全な鉄道運行を 確保する ため、
橋梁点検を 実施し 今後の方針を 検討する 。

8 , 0 0 0千円

事業内容

▼橋梁点検 8,000千円
・ 男鹿駅跨線橋 N=   1橋、 L＝ 84ｍ

委託先（ 予定） : 秋田県建設技術センタ ー
・ S54年供用開始

新

2-06

暮ら し を 支える 地域交通整備事業
（ 企画政策課）

通勤通学、 通院や買い物等の市民生活に必要な交通手段を 維
持確保する ため、 市単独運行バス を 運行する 。 ま た、 観光客の
利便性の向上を 図る ため、 男鹿観光の二次アク セス 整備を 行う 。

1 9 6 , 8 7 6円
前年度予算額 / 1 9 9 , 3 5 4千円

事業内容

⑴市単独運行バス 事業 1 8 8 ,9 5 9 千円
男鹿市地域公共交通計画に基づき 、 新たな路線の検討やＪ Ｒ 男鹿線を
含めた地域公共交通(11路線)の利用促進を図る 。

⑵夜間タ ク シーの運行支援 2 ,4 0 0 千円
公共交通の空白時間帯にタ ク シーを運行する 事業者に補助金を交付
する 。

⑶負担金 4 ,3 4 7 千円
▼男鹿の二次アク セス 整備推進協議会負担金

・ なま はげシャ ト ル（ 通年運行）
Ｊ Ｒ 男鹿駅～なま はげラ イ ン経由～入道崎

・ 寒風山ラ イ ナー（ 6月～10月運行）
Ｊ Ｒ 男鹿駅～寒風山経由～滝の頭

・ 男鹿半島ぐ る っと 便
（ 6月～8月、 5月ゴールデンウ ィ ーク 、 9月シルバーウ ィ ーク 運行）

Ｊ Ｒ 男鹿駅～西海岸・ 男鹿水族館Ｇ Ａ Ｏ ・ なま はげ館 等
～Ｊ Ｒ 男鹿駅

▼男鹿市地域公共交通活性化協議会負担金
▼浜口地区ふれあいバス 乗入れ負担金
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2-07

新たな生活交通の確保モデル事業
（ 企画政策課）

地域の移動手段の確保と 交通サービ ス を 維持する ため、 地域
に適し た交通モデルの構築を 行う 。

1 1 , 9 0 7千円
前年度予算額 / 1 0 , 2 4 7千円

事業内容

⑴地域で考える 公共ラ イ ド シェ ア導入事業 4 ,9 9 4 千円
令和7年度に実施し たアンケート 調査やワ ーク ショ ッ プ等の結果を
踏ま え、 公共ラ イ ド シェ ア導入に向けた具体的な検討を進める 。
▼対象地域

男鹿中地区
▼実施内容

・ 住民ド ラ イ バーの掘り 起こ し ・ 育成
・ 住民組織の設立支援
・ 公共ラ イ ド シェ ア実証計画運行(案)の検討

⑵乗合タ ク シー実証運行事業 6 ,9 1 3 千円
令和7年度の実証運行の結果を踏ま え、 ダイ ヤ設定や乗降ポイ ント
の見直し 等運行の最適化を図り 、 本格運行の実施判断に向け改め
て実証運行を行う 。
▼対象地域

船川地区(バス 路線未整備の高台地域等)
▼実施内容

・ 運行内容の見直し
・ 利用促進に向けた地域と の連携
・ 実証運行(7月～2月想定)

乗合タ ク シー実証運行

2-08

公園長 寿命化事業
（ 建設課）

施設の長 寿命化と 共に利用者の安全性と 利便性の確保を 図る
ため、 公園施設長 寿命化計画に基づく 計画的な改修を 実施する 。

1 0 5 ,5 3 4千円
前年度予算額 / 9 , 6 0 9千円

事業内容

⑴男鹿総合運動公園改修事業 6 2 ,9 3 2 千円
▼設計

・ 野球場改修実施設計 22,000千円
▼工事

・ 水道管更新 L＝ 564ｍ 40,000千円
・ 総合体育館風除室屋根防水改修 932千円

⑵金川グラ ウ ンド 改修事業 3 1 ,4 0 5 千円
・ 健康の広場改修 31,405千円

⑶その他公園改修事業 6 ,2 8 1 千円
・ 船越近隣公園展望広場石張り 等改修 2,156千円
・ 新道街区公園螺旋階段改修 2,200千円
・ 脇本街区公園すべり 台解体 1,925千円

男鹿総合運動公園 金川近隣公園

重2重3
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2-09

公営住宅等解体事業
（ 建設課）

市営住宅マス タ ープラ ン に基づき 、 老朽化が進む政策空家の
解体を 行う 。

9 , 8 0 0千円
前年度予算額 / 2 7 , 7 4 0千円

事業内容

▼諸産堤団地
Ｎ ＝1棟（ 4戸）
Ｐ Ｃ 造・ 平屋建て
延床面積 A＝125.60㎡

2-11

ブルーカーボン 実証プロ ジェ ク ト 推進事業
（ 旧ゼロ カーボンシティ おが推進事業）
（ 生活環境課・ 農林水産課）

本市の海洋ポテンシャ ルを 生かし 、 戸賀湾で取り 組んでいる
ワ カメ 養殖やアカモク の藻場造成のブルーカーボン(二酸化炭素
吸収量)を 検証し 、 Ｊ Ｂ Ｃ （ Ｊ ブルーク レ ジッ ト ） 認証取得を 目
指す。

2 ,3 3 5千円
前年度予算額 / 1 ,9 0 4千円

事業内容

○ブルーカーボン実証プロ ジェ ク ト
（ 市・ 県・ 県立大学・ 県漁協・ 男鹿なま はげ魚工房・ Ｎ Ｔ Ｔ 東日本）

⑴Ｊ Ｂ Ｃ 認証取得 1 ,2 2 1 千円
▼Ｎ Ｔ Ｔ 東日本

海洋調査、 ブルーカーボン検証、 JBC認証取得支援
▼市

海藻養殖によ る 脱炭素効果の検証、 JBC認証取得申請、 海藻養殖
助成等

⑵ワ カメ ・ アカモク の養殖（ 戸賀湾） 6 1 4 千円
▼秋田県漁業協同組合、 漁業関係者

海藻種付・ 収穫・ 養殖管理等
▼秋田県水産振興センタ ー、 県立大学

技術協力等（ 成長 量調査、 コ ンク リ ート 礁の清掃、 戸賀湾海洋
データ 、 それに付随する データ の収集）

▼男鹿なま はげ魚工房
認証取得後の男鹿産ワ カメ 等の加工及び販路の研究

⑶コ ンブ・ ヒ ジキ・ ク ロ モの養殖（ 男鹿中） 5 0 0 千円（ 再掲）
漁業者と 民間事業者によ る 養殖試験に取り 組み、 試験確立後、

Ｊ Ｂ Ｃ 申請を視野に入れた事業拡大を目指す。

2-10

再生可能エネルギーゾーニン
グ事業（ 男鹿ま る ごと 売込課）

地域環境と 調和し た適切な立地への再エネ導入を 促進する た
め、 男鹿市地球温暖化対策実行計画に基づく ゾ ーニングによ る
区域設定を 行う 。

1 1 , 0 0 0千円

事業内容

▼全体計画
Ｒ 8～Ｒ 9年度

▼実施内容（ 対象種別: 陸上風力、 太陽光）
・ 地域から の意見聴取
・ 発電事業者や専門家、 団体へのヒ アリ ング
・ 住民アンケート
⇒地域意見の取り ま と めを行い、 令和9年度にマッ ピ ングを実施

新

重3

重3
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2-12

ごみ処理広域化に伴う 施設整備基本計画や各種調査業務等を
実施する ため、 関係市町村で費用を 負担する 。

事業内容

ごみ処理施設整備基本計画策定等委託費用負担金
▼実施業務（ R8年度）

基本計画策定、 地歴調査、 測量・ 地質調査、 環境影響評価
▼市負担率

事業費（ 104,254千円） の6.04％
▼関係市町村

秋田市、 男鹿市、 由利本荘市、 潟上市、 五城目町、 八郎潟町、
井川町、 大潟村

2-13

合併浄化槽設置整備事業
（ 生活環境課）

下水道整備区域外の生活環境整備と 公共用水域の水質保全を
図る ため、 合併処理浄化槽の整備の促進を 図る 。

4 , 1 8 8千円
前年度予算額 / 3 ,9 3 6千円

事業内容

▼通常型（ 補助率 国・ 県・ 市1/3）
5人槽414千円、 7人槽474千円、 10人槽660千円

▼高度処理型（ 補助率 国・ 県・ 市1/3）
5人槽438千円、 7人槽516千円、 10人槽684千円

新 ごみ処理広域化推進事業
（ 生活環境課） 6 , 2 9 7千円

2-14

鳥糞被害撲滅作戦推進事業
（ 生活環境課）

鳥糞被害に悩ま さ れている 男鹿駅前周辺地域や船越地区にお
いて、 キレ イ で清潔感のある 地域を 目指し 、 官民一体と なっ て
撲滅作戦を 行う 。

2 , 0 1 8千円
前年度予算額 / 3 ,1 2 3千円

事業内容

⑴放置し ないネッ ト ワ ーク
▼船川地区

対策組織を継続し 、 官民一体での撲滅作戦を推進
▼船越地区

町内会のみが参加し ていた対策組織に事業者を追加し 、 撲滅作
戦を円滑化

⑵さ せない対策
・ 音声再生装置「 だま く ら カラ ス 」 設置
・ レ ーザー装置「 にげま る く ん」 設置

だま く ら カラ ス にげま る く ん

重3

－45－



平成28年度に策定し 令和３ 年度に改定を 行っ た経営戦略につ
いて、 令和8年度で５ 年を 経過する こ と から 中長 期的な経営の効
率化を 図る ため、 戦略の見直し を 行う 。

2-15

1 6 , 1 2 6千円

事業内容

経営戦略改定業務
（ 企業局）

⑴前期戦略(R4～R8年度） の事後検証
⑵後期戦略(R9～R13年度） について、 前期の検証結果や社会情勢等

を反映し た見直し

新
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水道老朽管更新事業
（ 企業局）

4 3 , 6 0 0千円
前年度予算額 / 2 8 , 8 4 8千円

水道水の安定供給及び耐震化率・ 有収率の向上を 図る ため、
老朽管路の計画的な更新を 行う 。

事業内容

▼実施箇所
配水管布設替工事
・ 北浦北浦地内 配水用ポリ エチレ ン管 φ150 L＝185ｍ
・ 北浦湯本地内 配水用ポリ エチレ ン管 φ75 L＝90ｍ

▼全体計画 H24～R8年度 L＝9,191ｍ
▼補 助 率 国1/4

2-16

2-17

1 3 0 , 6 3 0千円
前年度予算額 / 9 2 , 8 2 7千円

重要給水施設配水管更新事業
（ 企業局）

災害時の防災拠点施設の機能確保を 図り 、 強靭な水道施設を
構築する ため、 重要施設に接続する 配水管の耐震化を 行う 。

事業内容

▼実施箇所
⑴船川港海岸通り 地内配水管布設替工事

ダグタ イ ル鋳鉄管 φ250   L＝890ｍ
⑵実施設計 N＝1式

▼全体計画 H30～R9年度 L＝4,780ｍ
▼補 助 率 国1/3

ガス 管耐震化事業
（ 企業局）

2 5 , 0 0 0千円
前年度予算額 / 1 8 , 5 0 0千円

ガス 事故の未然防止を 図る ため、 硬質塩化ビ ニル管と ダク タ
イ ル鋳鉄管(非耐震管)を 更新し 、 強靭な施設を 構築する 。

事業内容

▼実施箇所
・ 角間崎地内ガス 管布設替工事

ポリ エチレ ン管 φ50 L＝170ｍ φ75 Ｌ ＝290ｍ
・ 船越長 沼地内ガス 管布設替工事

ポリ エチレ ン管 φ75  L＝ 20ｍ φ100 Ｌ ＝100ｍ

2-18
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事業内容
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⑴公共下水道管路施設耐震対策事業 1 3 ,9 6 0 千円
公共下水道施設の耐震化に必要な測量設計や工事
▼実施内容 船川地区公共下水道管路施設耐震診断調査業務
▼対象施設 避難所等の重要施設に接続する 下水道管路

L= 1,268ｍ
▼補 助 率 国1/2

⑵内水浸水リ ス ク マネジメ ント 推進事業 9 ,6 4 0 千円
内水浸水のリ ス ク を住民等へ周知し 適切な避難行動を促すため
浸水想定区域図を作成
▼実施内容 雨水出水浸水想定区域図作成業務
▼対象区域 公共下水道雨水事業計画区域 A= 276.2ha

（ 船川、 脇本、 船越地区）
▼補 助 率 国1/2

⑶下水道台帳整備事業 6 ,1 6 0 千円
災害時等のデータ 保管の分散化や復旧業務の効率化を図る ため
紙台帳をデジタ ル化
▼実施内容 下水道台帳作成電子化業務
▼対象施設 公共下水道雨水幹線 L= 2.54km
▼補 助 率 国1/2

市民の安全・ 安心を 確保する ため、 ゲリ ラ 豪雨等によ る 内水
浸水被害や下水道施設の地震被害、 老朽化に対し 、 浸水対策や
耐震化・ 長 寿命化を 行う 。

新 下水道防災・ 安全交付金事業
（ 企業局）

2 9 , 7 6 0千円

2-20

男鹿潟上南秋消防組合
負担金（ 危機管理課）

重3

男鹿・ 湖東両地区の消防本部を 統合し 、 令和8年4月から 「 男
鹿潟上南秋消防組合」 と し て運用を 開始する ために必要な経費
を 構成市町村で負担し 、 持続可能な消防体制の整備確立を 図る 。

7 9 0 ,1 0 3千円

事業内容

▼男鹿市負担金
790,103千円（ 市町村負担金合計2,255,839千円）
【 内訳】

通 常 分 622,685千円
広域化費用 167,418千円

▼関係市町村
男鹿市、 潟上市、 八郎潟町、 井川町、 大潟村

2-21

消防施設整備事業
（ 危機管理課）

地域防災力の充実強化を 図る ため、 消防施設年次整備計画に
基づき 、 小型動力ポンプ等の消防資機材等を 更新整備する 。

1 1 , 9 2 8千円
前年度予算額 / 2 4 , 2 5 3千円

事業内容

▼小型動力ポンプ（ 2台） 4,400千円
▼軽四輪駆動小型動力ポンプ付積載車（ 1台） 7,528千円

新

重3
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2-22

半島防災加速化事業
（ 危機管理課）

重3 1 1 , 5 3 1千円

事業内容

⑴避難所等の環境改善 8 ,9 0 6 千円
避難所等の生活環境改善のため、 夏の災害発生時における 熱中症
対策と し て「 大型気化式冷風機」 を整備する 。
▼整備物資

大型気化式冷風機 11台
▼整備箇所

男鹿南中学校、 男鹿東中学校、 船川第一小学校、
脇本第一小学校、 船越小学校、 美里小学校、 男鹿市総合体育館、
若美総合体育館

⑵孤立化対策の強化 1 ,6 7 4 千円
能登半島地震を受けて、 市の防災備蓄拠点に備蓄さ れている 物資
と は別に、 孤立可能性の高い12地区に物資を整備する 。
▼整備備品

ポータ ブル電源 12台
ソ ーラ ーパネル 12台

▼整備箇所
相川地区、 戸賀地区、 浜塩谷地区、 浜中地区、 塩浜地区、
加茂青砂地区、 女川地区、 台島地区(中台含む） 、 椿地区、
双六地区、 小浜地区、 門前地区

⑶防災備品普及啓発 8 5 1 千円
市内防災訓練や地域行事において、 令和7年度に整備し たト イ レ
カーやス タ ーリ ンク 、 キッ チン資機材など の防災資機材の活用を
通じ て、 操作方法の習熟と 市民の防災意識のさ ら なる 向上を図る 。
▼主な行事等

男鹿市総合防災訓練、 全国男鹿駅伝競走大会、 日本海メ ロ ン
マラ ソ ン、 男鹿日本海花火、 なま はげ柴灯ま つり 、 冬季避難所
開設運営訓練 など

⑷防災講習会の実施 1 0 0 千円
気象防災アド バイ ザー等の有識者を招聘し 防災講習会を実施する 。

⑸地区防災計画策定支援事業
地域の特性に応じ た避難行動、 避難所運営、 防災訓練、 備蓄物資
など を定めた「 地区防災計画」 の策定を支援する 。

⑹地域企業向け防災セミ ナーの実施
災害協定を締結し ている 民間事業者と 連携し 、 企業に向け、 防
災・ 減災に関する セミ ナーやBCP策定に係る セミ ナーを実施する 。

能登半島地震の教訓を 踏ま え、 避難所等の環境整備や孤立対策
を 促進する 。 ま た、 国・ 県の交付金によ り 整備し た備品を 活用し
ながら 、 市民や市内企業と 連携し た訓練、 防災講習会等を 実施す
る こ と で半島防災の加速化を 図る 。

新

みちのく アラ ート 日本赤十字社第一ブロ ッ ク 救護訓練
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2-25

Ｊ アラ ート 受信機更新事業
（ 危機管理課）

新し い防災気象情報の運用に対応する ためＪ アラ ート 設備を
更新し 、 更なる 迅速かつ確実な情報伝達を 行う 。

新

7 ,7 5 5千円

事業内容

▼全体計画
R8年度 Ｊ アラ ート 受信機更新

出水期を目途に防災気象情報が細分化（ 予定）

▼新し い防災気象情報
・ 情報名称そのも のにレ ベルの数字を付けて発表
（ 例: レ ベル4大雨危険警報 等）
・ 情報と 対応する 防災行動と の関係が明確化新

2-24

ハザード マッ プ改修等事業
(危機管理課）

ハザード マッ プへ新たに「 洪水」 の項目を 追加し 、 公開する
こ と で緊急時の対応力の強化、 情報の充実化を 図る 。

3 , 7 1 8千円

事業内容

⑴ハザード マッ プ改訂版の全戸配布 2 ,8 3 8 千円
ハザード マッ プを新たに紙媒体で作成し 、 市内全戸へ配布する 。

⑵W EB版ハザード マッ プ改修 8 8 0 千円
WEB上で公開し ている 津波・ ため池・ 土砂災害のハザード 情報に
加え「 洪水」 の項目を追加する 。

2-23

秋田県次期総合防災情報シス テム
整備事業（ 危機管理課）

1 1 , 9 0 9千円
前年度予算額 / 1 1 , 9 0 9千円

事業内容

防災行政通信シス テムと 防災情報共有シス テム を 併せた、 新
たなシス テム を 県と 県内市町村共同で整備する 。

▼全体計画
R7～R8年度 シス テム構築・ 設置工事、 操作訓練・ 試行運用
R9年度 本格運用開始
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２ 半島防災に向けた安全・ 安心なま ちづく り

NPO法人と 連携し 、 空き 家を 早い段階で活用する こ と を 基
本に、 バンク 登録へ積極的な働き かけを 行う ほか、 危険空き
家の早期除却を 促進し 、 空き 家対策の強化を 図る 。

⑴空き 家・ 空き 地バンク 相談受付・ 登録業務 3 ,2 5 0 千円
シェ アオフィ ス テノ ハに相談窓口を設置
▼実施内容

・ 電話相談、 現地調査等バンク 登録業務
・ 空き 家セミ ナー、 相談会
・ Webサイ ト 構築、 運用
・ 全国版空き 家バンク 「 LIFULL HOMES」 、 「 athom e」 への

情報掲載

⑵空き 家等除却費補助金 3 ,5 0 0 千円
▼不良住宅 補助率50%  上限500千円
▼不良住宅に準ずる 住宅 補助率20%  上限200千円

⑶廃屋等応急措置 4 5 0 千円
所有者不明、 相続放棄等によ り 放置さ れている 空き 家が、 強風等
によ り 人的、 物的被害を及ぼす可能性が高い場合は、 市で応急措
置を行う 。

⑷特定空き 家の略式行政代執行 8 2 5 千円
特定空き 家に認定さ れている も のの、 所有者などが把握でき ない
も のについて、 略式行政代執行を行い、 人的・ 物的被害を防止す
る 。

2-26

空き 家等対策推進事業
（ 危機管理課）

拡

8 , 1 5 0千円
前年度予算額 / 1 0 , 1 0 4千円

事業内容

新

2-27

住宅・ 建築物安全ス ト ッ ク 形成事業
（ 建設課）

地震によ る 建物の倒壊・ 損壊によ る 人身被害及び物的被害の
防止・ 軽減を 図る ため、 男鹿市耐震改修促進計画に基づき 、 木
造住宅の耐震化を 推進する 補助金を 交付する 。

2 , 0 3 9千円
前年度予算額 / 6 ,2 3 8千円

事業内容

⑴耐震診断 6 0 0 千円
▼補助額 耐震診断１ 件130千円のう ち120千円を助成

国1/2(60千円)、 県1/4( 30千円)、 市1/4( 30千円)
※自己負担 10千円

⑵耐震診断結果に基づく 耐震改修工事の支援 1 ,0 0 0 千円
▼補助率 耐震工事に係る 経費の50％

(上限1,000千円)
設計2/3以内、 改修1/2以内、 建替え1/2以内

⑶耐震診断結果に基づく 耐震シェ ルタ ー等設置の支援 4 0 0 千円
▼補助率 耐震シェ ルタ ー等の設置に係る 経費の50％

(市単独、 上限200千円)
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３ 市民の暮らしと健康を守るまちづくり
地域社会における支え合いや助け合いによって、暮らしの安心感を高めると

ともに、年齢や障害等の有無にかかわらず、自分らしく生きがいを持って暮ら
すことができるまちを目指します。

また、全ての世代が、健やかで心豊かに暮らせるよう、主体的な健康づくり
を支援するとともに、地域で必要な医療を受けることができる体制づくりに取
り組み、安心して暮らし続けられるまちを目指します。

3-01 社会福祉協議会補助事業 （福祉課）
3-02 高齢者生活援助サービス事業 （福祉課）
3-03 地域敬老会助成・敬老祝金等支給事業 （福祉課）
3-04 福祉防災・減災対策事業 （福祉課）
3-05 一般介護予防事業 （介護サービス課）
3-06 生活支援体制整備事業 （介護サービス課）
3-07 人生100年時代︕生きる喜びサポート事業

（介護サービス課・子育て健康課）
3-08 障害者地域生活支援事業 （福祉課）
3-09 障害者支援費 （福祉課）
3-10 後期高齢者健康診査事業 （子育て健康課）
3-11 後期高齢者医療歯周疾患検診事業 （子育て健康課）
3-12 地域医療・総合診療連携講座開設事業

（男鹿みなと市民病院事務局）
3-13 施設長寿命化改修事業（男鹿みなと市民病院事務局）
3-14 医師等修学資金貸付事業

（男鹿みなと市民病院事務局）
3-15 がん検診推進事業 （子育て健康課）
3-16 感染症予防事業 （子育て健康課）

3-17 がん患者医療用補正具助成事業 （子育て健康課）
3-18 健康増進総合対策事業 （子育て健康課）
3-19 健幸チャレンジＯＧＡ事業 （子育て健康課）

拡

新

拡

重3

重3

重3

重3

重3
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３ 市民の暮らしと健康を守るまちづくり
3-02

高齢者生活援助サービス事業
（福祉課）

高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を継続できるよう、
居宅で生活する高齢者に対し、軽易な日常生活上の援助や緊急
通報装置の設置費用の負担を行う。

1,695千円
前年度予算額 / 1,816千円

事業内容

⑴高齢者生活援助事業 799千円
在宅高齢者の家屋の掃除や家屋周りの除草、除雪等の作業に係る
費用の一部を助成する。

▼自己負担額（1時間当たり）
①家屋内掃除（150円）
②除雪（200円）
③除草（手作業150円・機械作業200円）
④火災報知器取付（200円）

⑵緊急通報サービス事業 896千円
概ね65歳以上の一人暮らし世帯・高齢者のみの世帯に緊急通報装
置を設置する。また、健康相談受付サービスの機能により専門ス
タッフによる健康・介護の相談を行う。

▼費用負担
利用者 月額 900円
市 月額1,740円
※生活保護世帯は市が全額負担

3-01

社会福祉協議会補助事業
（福祉課）

本市における地域福祉の向上を図るとともに、公益性の高い
事業を展開する男鹿市社会福祉協議会の安定した運営や活動を
支援する。

16,056千円
前年度予算額 / 15,115千円

事業内容

⑴法人運営の事業費・事務費 6,693千円
社会福祉協議会の運営に対する補助

⑵福祉活動専門員設置 3,825千円
民生委員の欠員地域等で、地域住民が主体となった支え合い活
動の担い手確保、活動支援等を強化

⑶日赤・募金業務 598千円
赤十字活動資金募集、救援物資や災害見舞金交付等

⑷単身高齢者見守り事業 1,524千円
単身高齢者の孤立化を防ぐため、相談窓口の情報提供や地域情
報等を盛り込んだお便りの送付

⑸福祉・介護事業所等連携協議会業務 300千円
市内の福祉・介護事業所等の相互の応援協力体制の構築等を目
的とし、関係者が一堂に会する協議会の運営

⑹その他 3,116千円
心配ごと相談事業、民生児童委員協議会事務局業務 など

－52－



３ 市民の暮らしと健康を守るまちづくり
3-03

地域敬老会助成・敬老祝金等支給事業
（福祉課）

地域住民の敬老意識の高揚を図るとともに、高齢者の社会参
加及び世代間交流を促進し、地域全体で高齢者を守り支え合う
地域づくりを推進することにより、福祉の増進を図る。

10,655千円
前年度予算額 / 9,969千円

事業内容

⑴地域敬老会助成
①地域敬老会

▼参加者一人につき4,200円
▼祝品配布（欠席者）一人につき1,000円

②敬老祝品配布
▼対象者一人につき1,000円

⑵敬老祝金等支給
①満80歳

▼支給額5千円
▼対象者

令和7年9月2日から令和8年9月1日までの間に、満80歳の
誕生日を迎える者

②満100歳
▼支給額50千円（顕彰状、花束を贈呈）
▼対象者

年度内に満100歳を迎える者

拡

拡

新

3-04

福祉防災・減災対策事業
（福祉課）

災害時の人的被害を最小限とするため、個別避難計画作成の
促進を図るとともに、業務継続計画（ＢＣＰ）作成研修会を実
施し、地域における防災・減災対策を図る。

2,626千円
前年度予算額 / 1,830千円

事業内容

⑴個別避難計画作成業務 600千円
障害児（者）等を対象とした個別避難計画を作成する。
・委託先（予定）︓市社会福祉協議会、居宅介護事業所等

⑵個別避難計画作成ワークショップの開催 600千円
避難行動要支援者や地域住民、自主防災組織等を対象としワー
クショップ（ひなんさんぽの会）を開催する。
・委託先（予定）︓市社会福祉協議会

⑶業務継続計画（ＢＣＰ）作成支援業務 796千円
災害時にも安定した福祉サービスの提供が維持されるよう、福
祉・介護事業所等が策定するＢＣＰの作成研修会を開催し、そ
の実行性を高める。
・委託先（予定）︓福祉防災コミュニティ協会

⑷障害者等に対するコミュニケーション支援体制整備 600千円
避難行動要支援者への支援
・コミュニケーションブック、災害用

バンダナの福祉避難所への配置

重3

コミュニケーションブックの1ページ

－53－



３ 市民の暮らしと健康を守るまちづくり

ちょっとした
お手伝いでも
「ただ」では
頼みにくいか
ら、有償ボラ
ンティアはい
いと思う。

町内会単位の
助け合いは

やっているの
で、有償ボラ
ンティア組織
が育っていく

と良い。

バス代が安く
助かっている。
買い物は自分
で選びたい。
バス停が店に
近いといい。
バス

停が店に近

3-05

一般介護予防事業
（介護サービス課）

高齢者がいつまでも活動的で生きがいのある生活を送るため、
フレイル予防に関する市民の自主的な取組を支援する。

15,292千円
前年度予算額 / 15,933千円

事業内容

「栄養」「口腔ケア」「運動」「社会参加」をバランスよく実践で
きるようにする講座開催など、地域でフレイル予防の啓発を図ると
ともに、介護予防自主グループの活動に対し講師派遣や物品貸出等
を行い、活動継続や立ち上げを支援する。

▼自主グループ活動支援事業 ▼生き活き介護予防教室
▼セルフケア講座 ▼アクア健康教室

3-06

生活支援体制整備事業
(介護サービス課）

高齢者が住み慣れた地域で生きがいを持って在宅生活を継続
していくため、高齢者の社会参加を支援し、地域資源の開発や
ネットワーク化などの生活支援体制整備を行う。

2,799千円
前年度予算額 / 2,738千円

事業内容

・高齢者の生活支援を行うボランティア団体を支援する。
・買い物支援を中心に、市内９地区で座談会を行い、圏域や市全体

の協議体で意見を集約し、取組の推進につなげる。
▼第１層圏域︓市全体
▼第２層圏域区分

〜座談会での話し合い〜
ライドシェアの
実証実験は良い

取組ですね。
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３ 市民の暮らしと健康を守るまちづくり
3-08

障害者地域生活支援事業
（福祉課）

障害者が、地域において自身の能力や適性に応じて自立した
日常生活を送ることができるようサービス利用等への支援を実
施し、福祉の増進を図る。

22,601千円
前年度予算額 / 21,450千円

事業内容

⑴障害者等が自立した日常生活または社会生活を営むための支援
相談支援、聴覚障害者等意思疎通支援、移動支援、
障害者ボランティア団体活動支援、日中一時支援、
スポーツ・レクリエーション教室等開催、訪問入浴サービス

⑵地域活動支援センター等機能強化事業
男鹿市地域活動支援センター及び同センター機能強化事業に要す
る経費について助成する。
・補助金交付団体︓男鹿あゆみの会

⑶重度障害者等日常生活用具給付
重度障害者等に対し、日常生活用具を給付することにより日常
生活の便宜を図り、重度障害者等の福祉の増進を図る。

⑷自動車運転免許取得に要する費用の一部を助成
▼限度額

100千円

⑸自動車改造に要する経費の一部を助成
▼限度額

100千円

新

3-07

人生100年時代︕生きる喜びサポート事業
（介護サービス課・子育て健康課）

高齢者が元気で活気のある男鹿市にするため、高齢者の自立
支援と社会参加を支援する施策を推進する。

5,839千円

事業内容

令和8年度から令和10年度までの3年間で、自立支援型デイサービス
の実証と普及の体制を整え、介護度の軽減と高齢者の社会参加を支
援する。

▼全体計画
R8〜R10年度

▼R8年度の実施内容
①自立支援型デイサービスセンターの開設準備 5,342千円

・保健福祉センターの旧中央デイサービス部分の修繕
（雨漏り修繕、ボイラー修繕）

②自立支援型介護の実施準備 497千円
・市内介護保険事業者による自立支援推進協議会の設置
・自立支援型介護先進地の視察
・事業者の公募

▼R9年度以降の実施内容
・自立支援型デイサービスセンターの開設
・市内のすべての介護保険事業者が自立支援に取り組むための研

修を実施
・社会参加を望む高齢者に雇用等のコーディネートを実施

重3
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３ 市民の暮らしと健康を守るまちづくり
3-09

障害者支援費
（福祉課）

重度身体障害者、小児慢性特定疾患児及び難聴児を対象に助
成を行い、経済的負担を軽減する。また、軽度から中等度の難
聴者を対象に、補聴器購入費用の一部を助成し、コミュニケー
ション能力の向上や社会参加の促進、認知症予防の推進を図る。

4,215千円
前年度予算額 / 3,315千円

事業内容

①重度身体障害者への通院移送費の給付
1か月に1,400円を上限として助成

②補聴器購入助成費
▼対象者

身体障害者手帳の交付対象とならない18歳以上の者
▼補助率

購入経費の1/2（上限50千円）

③小児慢性特定疾患児への日常生活用具購入費等の助成
▼補助率

国1/2 市1/2

④難聴児への補聴器購入費等助成
▼補助率

県1/3 市1/3

3-10

8,716千円
前年度予算額 / 8,803千円

事業内容

後期高齢者健康診査事業
（子育て健康課）

後期高齢者医療制度加入者の健康寿命を延伸及び生活の質の
維持・向上を図るため、健診により生活習慣病を早期発見し、
適切に医療につなぎ重症化を予防する。

▼集団健診
実施期間︓4月〜6月、9月〜10月（全20日間）
実施会場︓各コミュニティセンター、町内会館等
健診内容︓問診や身体測定・採血等（集団・個別共通）

▼個別健診
実施期間︓5月〜翌3月末
実施機関︓県内指定医療機関

後期高齢者医療歯周疾患検診事業
（子育て健康課）

後期高齢者の歯・歯肉の状態や口腔内の衛生状態の問題を早
期発見、口腔機能低下のある者をスクリーニングし、治療等に
つなげることで口腔機能の維持・向上、全身疾患の予防を図る。

対 象 者︓後期高齢者被保険者で76歳に達する者
実施期間︓6月〜翌2月末
実施機関︓男鹿潟上南秋歯科医師会員歯科医院
検診内容︓問診、歯の状態、咀嚼能力・舌機能評価等

3-11

1,458千円
前年度予算額 / 1,947千円

事業内容
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３ 市民の暮らしと健康を守るまちづくり
3-12

地域医療・総合診療連携講座開設事業
（男鹿みなと市民病院事務局）

地域医療人材の育成及び確保を推進するため、秋田大学に本
市寄附講座を開設し指導医の派遣を受け、多疾患の診療に対応
できる総合診療医の育成を図る。

9,000千円
前年度予算額 / 9,000千円

事業内容

男鹿みなと市民病院常勤医師（総合診療医1名︓秋田大学派遣）
に対し、寄附講座所属の指導医による育成指導、診療応援等を
実施。

▼寄附講座名 男鹿なまはげ地域医療・総合診療連携講座
▼開設期間 R8年度

3-13

施設長寿命化改修事業
（男鹿みなと市民病院事務局）

男鹿みなと市民病院長寿命化計画に基づき、良好な施設環境
を確保するため、施設整備を実施する。

330,110千円
前年度予算額 / 198,851千円

事業内容

▼改修内容
①幹線設備等更新工事 19,965千円
②空調換気機器等更新工事（第3工区） 148,500千円
③厨房関連及び排水処理設備等改修工事 146,300千円
④病院改修工事監理業務 15,345千円

▼全体計画
R4〜R8年度 総事業費 約9.3億円

3-14

医師等修学資金貸与事業
（男鹿みなと市民病院事務局）

医療従事者の確保、診療体制の充実を図るため、男鹿みなと
市民病院において医師等の業務に従事しようとする者に対して
修学資金を貸与する。

2,900千円
前年度予算額 / 3,200千円

事業内容

▼貸与額
医 師 200千円/月（入学時282千円加算）
看護師 50千円/月（入学時100千円加算）
薬剤師 60千円/月（入学時100千円加算）
臨床工学技士 50千円/月（入学時100千円加算）

▼貸与予定者
看護師1名 継続（4年目/4年）

300千円
看護師1名 継続（3年目/3年）

600千円
看護師1名 継続（2年目/3年）

600千円
看護師2名 新規（1年目/3年）

1,400千円
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3-15

24,756千円
前年度予算額 / 28,341千円

事業内容

がんによる死亡率の減少及び医療費の適正化を図るため、自
覚症状のない方に対し科学的根拠に基づいたがん検診を実施し、
早期のがんを発見し適切な治療に結びつける。

▼集団健診
実施期間︓4月〜6月、9〜10月（全20日間）
実施会場︓各コミュニティセンター、町内会館等
検診項目︓胃（バリウム）、胸部総合（肺・喀痰）

大腸、前立腺、子宮、乳
▼個別検診

実施期間︓子宮・乳︓6月〜12月、胃︓7月〜12月
実施機関︓県内指定医療機関
検診項目︓胃内視鏡検診、子宮、乳

がん検診推進事業
（子育て健康課）

3-17

320千円
前年度予算額 / 320千円

事業内容

がん患者医療用補正具助成事業
（子育て健康課）

がん患者の就労及び社会参画を促し、経済的負担の軽減を図
るため、医療用補正具（医療用ウィッグ及び乳房補正具）の購
入費の一部を助成する。

▼補助内容
医療用ウィッグ 上限30千円
乳房補正具 上限20千円

▼補 助 率
県1/2 市1/2

3-16

62,955千円
前年度予算額 / 61,732千円

事業内容

感染症予防事業
（子育て健康課）

予防接種をする機会を安定的に確保し、感染症に対する免疫
水準の維持を図ることで、感染症の蔓延・重症化を予防する。

⑴定期予防接種
令和8年4月より妊婦のRSウイルスワクチンが定期接種化により
自己負担なし

⑵任意予防接種
接種費用の一部もしくは全額助成

インフルエンザワクチン（6か月~18歳、妊婦）
帯状疱疹ワクチン（50歳以上）
おたふくかぜワクチン（対象年齢）

重3

重3
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３ 市民の暮らしと健康を守るまちづくり
3-18

健康増進総合対策事業
（子育て健康課）

市民の健康意識向上と健康増進を図り、自主的に健康づくり
に取り組める環境整備と市民協働による健康づくりを推進する。

1,547千円
前年度予算額 / 3,270千円

事業内容

健康増進事業
生活習慣病予防教室等による知識の普及や健康相談において個別
に指導・助言を行うとともに、訪問指導の実施により心身の機能
低下防止と健康保持・増進を図る。

拡

3-19

7,860千円
前年度予算額 / 6,500千円

事業内容

健幸チャレンジＯＧＡ事業
（子育て健康課）

市民が健康づくりに取り組める環境を整備するため、令和7
年11月から市独自の健康アプリを導入し、健康意識の向上や健
康的な生活習慣の実践と継続を促し、健康寿命の延伸を図る。

▼健康アプリの機能
⑴健康記録

歩数、体重、血圧、睡眠時間などを記録
しグラフ化

⑵健康診断結果の管理
マイナポータル連携により健康診断結
果を取得して管理

⑶健康づくりミッション・ランキング
ゲームの要素を取り入れ健康的な生活
習慣の継続をサポート

⑷ヘルスチェックAI
健康データをAIが分析し、健康スコアと
改善ミッション（健康づくり）を提案

▼健康ポイント
・アプリを利用すると付与され、景品（インセンティブ）への応募
（抽選）に使用可能
・抽選会に500ポイントで1口応募、2か月毎に抽選会を実施

▼健康アプリの利用促進
・利用者専用サポートセンター（コールセンター）設置
・健康ポイントを市内店舗で使える電子マネーに交換する仕組み

を構築し、健康づくりと地域活性化をリンク

拡
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４ 子育ての希望があふれるまちづくり
子育て環境日本一に向け、相談支援や経済的支援など切れ目のないサポート

を包括的に行うことで、安心して子どもを産み育て、子ども達が健やかに育つ
教育・社会の環境整備に取り組みます。

また、子どもから大人までのすべての市民が、生涯にわたって学び、成長し、
豊かな生活を実現することのできるまちを目指します。

4-01 目指せ子育て環境日本一︕総合支援事業
（子育て健康課・こども未来課）

4-02 子育て施策ＰＲ事業 （子育て健康課）
4-03 若者・子育て世帯向け住宅供給促進事業 （建設課）
4-04 おがっこの居場所づくり（こども食堂）支援事業

（子育て健康課）
4-05 母子家庭等自立支援給付金事業 （子育て健康課）
4-06 こども家庭センター事業 （子育て健康課）
4-07 学力向上推進事業 （こども未来課）
4-08 外国語指導助手招致事業 （こども未来課）
4-09 ふるさとキャリア教育未来創造事業（こども未来課）
4-10 児童生徒学校生活支援員等配置事業（こども未来課）
4-11 小・中学校ＩＣＴ活用推進事業 （こども未来課）
4-12 中学校部活動の地域展開推進事業 （こども未来課）
4-13 部活動指導員配置事業 （こども未来課）
4-14 男鹿市・春日井市児童交流学習会事業

（こども未来課）
4-15 小・中学校学年用携帯電話整備事業（こども未来課）
4-16 小学校統合事業 （教育総務課・こども未来課）
4-17 男鹿南中学校トイレ洋式化事業 （教育総務課）

4-18 旧払戸小学校解体事業 （教育総務課）
4-19 船川北公民館屋内運動場解体事業 （教育総務課）
4-20 スポーツ大会等補助金 （文化スポーツ課）
4-21 生涯スポーツ促進事業 （文化スポーツ課）
4-22 Ｂ＆Ｇ海洋センタープール大規模改修事業

（文化スポーツ課）
4-23 脇本城跡保存整備事業 （文化スポーツ課）
4-24 脇本城跡公有化事業 （文化スポーツ課）
4-25 北前船寄港地遺産活用推進事業 （文化スポーツ課）
4-26 文化振興事業 （文化スポーツ課）
4-27 ジオパーク推進事業 （文化スポーツ課）
4-28 市民文化会館公演推進事業 （男鹿市民文化会館）
4-29 市民文化会館改修事業 （男鹿市民文化会館）

重2

新

新 重2

拡 重2

重2

重2

新

新 重2

新

新

拡

重2

重2

拡

拡
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４ 子育ての希望があふれるまちづくり
4-01

目指せ子育て環境日本一︕総合支援事業
（子育て健康課・こども未来課）

重2

本市の将来を担うこどもたちが健やかに育ち、夢や希望を叶
えることができるよう子育て環境日本一を目指し、子育て世帯
への経済的支援の充実強化など総合的な対策を推進する。

143,899千円
前年度予算額 / 164,670千円

事業内容

⑴妊婦さん応援給付金事業 7,283千円
全ての妊婦等の身体的・精神的ケア及び経済的支援を行う。
▼妊娠している方に50千円
▼妊娠しているこども一人につき50千円
▼あきた出産・子育て応援給付金20千円

⑵お誕生おめでとう祝金支給事業 4,646千円
生まれたこどもの健やかな成長を願い祝金を贈る。
▼補 助 額 100千円/人

⑶在宅子育て支援給付金給付事業 2,880千円
乳幼児を日中家庭で子育てする保護者等に対し、在宅子育て支援
給付金を支給する。
▼補助対象

男鹿市に住所を有し、かつ市内に居住している者で産後8週から
満3才未満の児童を教育保育施設等を利用せず、家庭で保育する
者（同一世帯の保護者または養育者）

▼補 助 額 月15千円/人

⑷入学準備助成金 24,050千円
児童生徒が学校等へ新たに入学する際、保護者の経済的負担を軽減
し、安心して子育てできる環境を整える。
▼助 成 額 小学校等 30千円

中学校等 60千円
高等学校等 100千円

⑸子育て世帯等住まいづくり応援事業 15,000千円
子育て世帯等の定住促進と経済的負担軽減を図るため、住宅取得に
係る経費の一部を助成し子育てしやすい住まいづくりを応援する。
▼新築住宅取得補助（15戸） 定額︓1,000千円

⑹不妊治療費助成事業 1,302千円
不妊治療による経済的負担を軽減するため、経費の全額または一部
を助成する。
▼対象︓一般不妊治療、特定不妊治療、不育症治療

船越こども園で遊ぶ園児たち
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4-01
４ 子育ての希望があふれるまちづくり

⑺ 0歳から2歳児の保育料無償化事業 863千円
0歳から2歳児までの保育所、認定こども園等の保育料は県市共同
事業である「すこやか子育て支援事業制度」において所得に応じて
全額、1/2、1/4を助成。
令和5年度より、すこやか助成後の保育料の保護者負担分を全額市
で助成し第1子から完全無償化を実施。
▼対象児童84人（見込）

保育料（保護者負担分）19,400千円を市が負担

⑻給食費完全無償化事業 84,432千円
子育て世帯の経済的負担を軽減し、安心して子育てができるよう
子育て環境の更なる充実を図るため、保護者が負担する給食費を
完全無償化する。

〇保育園等 13,322千円
▼補助対象

・保育園、認定こども園（指定管理料に含む）
・私立いづみ幼稚園（補助金）
・広域入所（補助金）

〇小・中学校 71,110千円
▼補助対象

・男鹿市立小中学校に在籍する児童生徒（933人）
・男鹿市外中学校に在籍する生徒（10人）

⑼保育施設おむつ無償化事業 3,443千円
紙おむつとおしり拭きのサブスクリプションを導入し、使用料を市
が負担することでおむつ無償化を実施。
▼補助対象 0〜2歳児

・保育所、認定こども園（指定管理料に含む）
・私立いづみ幼稚園事業所内保育（補助金）
・広域入所（補助金）

4-02

子育て施策ＰＲ事業
（子育て健康課）

子育て環境日本一を目指した本市の取組を、メディア媒体等
を通じて通年で広く周知する。

2,082千円

事業内容

・ＰＲポスター掲示（通年） 254千円
・フリーペーパーへの広告掲載（春・秋） 538千円
・子育てイベントへのブース出展（夏） 605千円
・ＪＲ秋田駅７連サイネージ（夏） 327千円
・御所野イオン大型サイネージ（冬） 358千円

新
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４ 子育ての希望があふれるまちづくり

⑴子育て世帯等への住宅の供給 1,022千円
①建物の売却

内子団地「特定公共賃貸住宅」3棟について、現状のまま一般
世帯や民間事業者に売却する。

②さらに広い土地の供給検討
児童遊園や広場等について、宅地開発の可能性を検討する。

⑵子育て世帯の市営住宅の供給促進・居住環境の向上
5,000千円

①子育て世帯の市営住宅の入居要件緩和
▼緩和内容

・子の年齢について、「小学校就学前」から「18歳未満」に
変更

・「夫婦のみの世帯かつ夫婦ともに39歳以下である場合」を
追加

②子育て世帯住宅改修等支援補助金
▼対象者 18歳未満の子がいる世帯

夫婦のみの世帯かつ夫婦ともに39歳以下
▼補助率 持 ち 家 型︓工事費の15％、上限300千円

中古住宅購入型︓工事費の20％、上限400千円

新

4-04

おがっこの居場所づくり（こども食堂）
支援事業（子育て健康課）

こどもの居場所づくり（こども食堂）に取り組む団体等に対
し運営費等の一部を助成する。

100千円
前年度予算額 / 200千円

事業内容

▼補助対象 おてら食堂（脇本）
▼補 助 率 10/10（3年目）

4-05

母子家庭等自立支援給付金事業
（子育て健康課）

就業に必要な能力開発や資格取得のために教育訓練講座を受
講したひとり親家庭の母や父に対して給付金を支給する。

1,446千円
前年度予算額 / 2,330千円

事業内容

⑴自立支援教育訓練給付金 600千円
対象講座を受講・終了した場合、受講費用の60％を支給する。

⑵高等職業訓練促進給付金 846千円
対象資格（看護師、介護福祉士等）を取得するため修業する
場合に支給する。

4-03

若者・子育て世帯向け住宅等供給促進事業
（建設課）

令和7年度に実施した「若者・子育て世帯向け住宅意識調査
業務」の結果をもとに、若者や子育て世帯が安心して暮らせる
住環境を整備し、転出抑制や定住促進を図る。

6,022千円

事業内容

重2
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拡

4-06

重2 42,249千円
前年度予算額 / 31,392千円

事業内容

こども家庭センターにおいて、母子保健・児童福祉の両機能
の一体的な運営を通じて、妊産婦及び乳児の健康の保持・増進
に関する包括的な支援、こどもと子育て家庭の福祉に関する包
括的な支援を切れ目なく行う。

⑴乳幼児健康診査事業 2,899千円
疾病の早期発見と育児相談によりこどもの健やかな成長を支援
する。

⑵妊産婦健康診査事業 6,677千円
妊婦や赤ちゃんの健康状態を確認し、安心安全な妊娠・出産を
支援する。

⑶相談支援事業 1,879千円
母子保健・児童福祉の両分野が一体的に妊娠期から子育て期に
おける伴走型相談支援を行う。

⑷産後ケア事業 1,141千円
産後1年未満の母子の心身のケア、育児のサポート等を行う。
▼委託先 宿泊型︓6施設（うち新規2件）

通所型︓4施設（うち新規1件）
訪問型︓1施設

⑸子育て短期支援事業 292千円
家庭の事情等をふまえ、児童養護施設等で一時的にこどもを預かり、
児童及び家庭の福祉の向上を図る。
▼自己負担額︓0〜2,000円／日
▼委託先︓乳児院、児童養護施設、里親 等

⑹児童虐待防止事業 6,380千円
妊娠・出産・子育てを支援し、児童虐待を防止する。

⑺小児予防接種予診票電子化事業 5,667千円
電子母子手帳アプリ（おがっこアプリ）に電子予診票機能を追加し、
予診票や接種時期管理などの保護者負担を軽減する。
令和9年2月から男鹿みなと市民病院小児科で実施。

⑻地域子育て支援事業 17,314千円
地域子育て支援センターにおいて、こどもや保護者に交流の場を提供

するほか、子育て相談や支援などを行う。

４ 子育ての希望があふれるまちづくり

こども家庭センター事業
（子育て健康課）

拡

拡
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4-07

学力向上推進事業
（こども未来課）

県教育委員会や大学との連携を通して、教員の指導力を高め
るとともに、子どもたちの様々な体験を保障することで、将来
の目標実現に向けて具体的なイメージができるよう支援する。

1,179千円
前年度予算額 / 984千円

事業内容

⑴県市連携事業
県教育委員会の講師を派遣し、教職員研修を実施

⑵国際教養大学留学生交流事業
⑶秋田大学なまはげ分校連携

医学部訪問、理科実験教室、算数教室の実施
⑷新聞活用学習

4-08

外国語指導助手招致事業
（こども未来課）

ネイティブスピーカーによる指導体制を充実強化し、児童生
徒の語学力、学習意欲及び外国人とのコミュニケーション能力
の向上を図る。

12,027千円
前年度予算額 / 12,230千円

事業内容

外国語指導助手2名を市内全小中学校6校へ派遣する

⑴小学校中学年外国語活動、小学校高学年及び中学校外国語科授業
の補助

⑵外国語スピーチコンテスト指導の補助
⑶学校や地域における国際交流活動等の補助

ふるさとキャリア教育未来創造事業
（こども未来課）

4-09

コミュニティ・スクールの機能を活用し、学校・家庭・地域
が一体となって、地域に根ざした探究活動を展開し、ふるさと
男鹿の将来を担う人材を育成する。また、学校を核とした地域
づくりを支援する。

5,083千円
前年度予算額 / 4,123千円

事業内容

⑴コミュニティ・スクール
・各小・中学校における運営協議会の開催
・学校に関わる情報の地域への発信

⑵地域に根ざしたふるさとキャリア教育の推進
・各校ふるさと教育実施のための地域講師派遣
・児童生徒による地域活動への支援

⑶おがっこ宿泊体験学習
小学校5年生の宿泊体験学習を実施（6〜7月予定）

おがっこ宿泊体験学習での調理体験の様子
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4-11

小・中学校ＩＣＴ活用推進事業
（こども未来課）

ＩＣＴ機器の活用により、義務教育段階における「個別最適
な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図り、児童生徒
の学びを深める。

11,263千円
前年度予算額 / 11,542千円

事業内容

⑴ＩＣＴ支援員の配置
▼対象校 市内小・中学校6校
▼配 置 週1回または2回

⑵インターネット環境整備が困難な世帯へのモバイルWi-Fiルー
ターの貸し出し

⑶授業支援ソフトの活用

4-12

中学校部活動の地域展開
推進事業（こども未来課）

重2

休日の部活動の改革実行期間におけるスポーツ・文化芸術活
動の機会確保・充実等を図るため、運営体制の構築や経費等の
支援を行う。

拡 4,913千円
前年度予算額 / 3,581千円

事業内容

⑴休日の部活動地域展開実施
（R８年度予定）

バスケットボール、バレーボール、卓球、柔道、野球、ラグビー、
ソフトテニス、陸上競技、吹奏楽

⑵地域指導者研修会の開催
⑶休日の中学校部活動地域展開に関する協議会の開催（２回）
⑷部活動アプリの導入

拡

新

4-13

部活動指導員配置事業
（こども未来課）

部活動の質的な向上と教員の働き方改革を図るため、市内中
学校に部活動指導員を配置する。

823千円
前年度予算額 / 789千円

事業内容

⑴配置計画
男鹿南中学校卓球部 1名
男鹿東中学校バレーボール部 1名

⑵活動内容
実技指導、大会・練習試合等学校外での活動への引率

4-10

児童生徒学校生活支援員等
配置事業（こども未来課）

重2

小・中学校に学校生活支援員等を配置し、特別な支援を必要
とする児童生徒に対して、一人ひとりの特性に応じた適切な支
援を行う。

42,196千円
前年度予算額 / 33,196千円

事業内容

▼学校生活支援員（小学校） 16名（R7 14名→16名）
▼学習支援員（中学校） 2名（R7 1名→ 2名）
▼医療的ケア支援員（小学校） 1名

拡
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4-16

小学校統合事業
（教育総務課・こども未来課）

男鹿市立小・中学校再編計画に基づき、複式学級の解消など
教育環境を整備するため、令和9年4月の美里小学校と船越小学
校の学校統合に向けた準備を進める。

新 2,716千円

事業内容

⑴統合準備委員会の設置
⑵学校備品の移設等
⑶美里小在校生へ体育着の支給
⑷閉校事業実施委員会への補助

重2

4-17

男鹿南中学校トイレ洋式化事業
（教育総務課）

和式トイレが大部分のため、洋式トイレに改修し、教育環境
の改善を図る。

1,507千円

事業内容

▼実施内容
実施設計、洋式化工事

現在（洋式化率32％） 工事後（洋式化率61％）
和式23か所、洋式11か所 和式12か所、洋式19か所

新

→

新

4-15

小・中学校学年用携帯電話
整備事業（こども未来課）

校務用携帯電話を整備することにより、教員の私物端末によ
る盗撮を防止し、児童生徒の安心・安全を確保する。併せて校
内外の連絡手段を効率化し、教育活動の安全性の向上と教員の
業務負担軽減を図る。

1,772千円

事業内容

⑴学年用携帯電話の導入
▼対象校

市内小・中学校6校 各学年1台
⑵ＡＩ搭載の安全見守りアプリの導入

重2

4-14

男鹿市・春日井市児童交流学習会事業
（こども未来課）

男鹿市と春日井市の児童が相互交流を行い、他地域の生活様
式や伝統文化に触れることにより、改めてふるさとについて考
える機会とする。

2,485千円
前年度予算額 / 2,456千円

事業内容

▼男鹿市交流学習会（8月）
春日井市児童が男鹿市を訪問。
市長表敬訪問や和太鼓体験、男鹿市児童との交流を行う。

▼春日井市交流学習会（10月）
男鹿市児童が春日井市・名古屋市を訪問。
市長表敬訪問や名古屋城見学、春日井市児童との交流を行う。
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4-18

旧払戸小学校解体事業
（教育総務課）

耐震性がなく、将来的に活用することのできない旧学校施設
の除却を行う。

189,025千円
前年度予算額 / 123,145千円

事業内容

旧払戸小学校解体工事 189,025千円
校舎、体育館、プール、相撲場などの除却を行う。

※旧払戸小学校
校 舎︓S40年建設 ＲＣ造り2階建て

床面積 2,295㎡
体育館︓Ｓ42年建設 Ｓ造り 平屋建て

床面積 614㎡
その他︓プール、相撲場 ほか

4-19

船川北公民館屋内運動場解体
事業（教育総務課）

令和3年2月の暴風により屋根が破損し、劣化が進行している
船川北公民館屋内運動場の除却を行う。

新 2,002千円

事業内容

▼全体計画
R8年度 実施設計
R9年度 解体工事

4-20

スポーツ大会等補助金
（文化スポーツ課）

競技力の向上、健康づくりの促進、交流人口の拡大及び経済効
果の波及等を図るため、各種スポーツイベントを開催するほか、
全国大会等への出場に係る経費等を助成する。

28,194千円
前年度予算額 / 24,550千円

事業内容

⑴スポーツ大会等補助金 20,700千円
・OGA Namahage Spring Cup高校生バスケットボール大会（5月）
・全国男鹿駅伝競走大会（6月）

YouTubeでライブ配信を実施
・日本海メロンマラソン（7月）
・なまはげカップ中学生バスケットボール大会（12月）
・男鹿市長杯争奪柔道錬成大会（1月）

⑵活動支援補助金 6,020千円
・スポーツ少年団等全国・東北大会出場費補助金
・スポーツ合宿等誘致促進事業補助金
・地区市民運動会・スポーツ大会等実施事業補助金
・国際スポーツ大会等出場支援補助金
・ジュニア世代スポーツ団体活動支援補助金

なまはげカップ中学生バスケットボール大会全国男鹿駅伝競走大会
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4-21

生涯スポーツ促進事業
（文化スポーツ課）

多くの人々がスポーツに親しみ、市民の健康保持増進、運動
の習慣化や環境整備等、スポーツによるまちづくりを目指す。

816千円
前年度予算額 / 1,005千円

事業内容

⑴小学生冬季水泳教室（11月下旬）
⑵B&G海洋性レクリエーション事業（8月中旬）
⑶B&G海洋センター郷土教育事業（10月中旬）
⑷災害時の逃げる足・体力づくり事業
⑸男鹿市アクティブチャレンジ事業

4-22

B&G海洋センタープール大規模
改修事業（文化スポーツ課）

公共施設等総合計画に基づき、老朽化による危険回避及び良
好な施設環境を確保するため改修を実施する。

20,788千円
前年度予算額 / 148,328千円

事業内容

▼全体計画
R7〜R8年度 改修工事

▼事業費
・プール外構工事 19,459千円
・リニューアルオープン式典 231千円
・プール用備品 407千円

4-23

脇本城跡保存整備事業
（文化スポーツ課）

史跡脇本城跡整備基本計画に基づき、脇本城跡の保存や活用
を図るため、整備事業を実施する。

3,803千円
前年度予算額 / 6,121千円

事業内容

⑴保存整備事業
・馬乗り場地区修景伐採／説明板シート張替

⑵環境整備事業
・遺構や散策路等の草刈り、案内所やトイレの管理 等

⑶活用事業
・案内人ボランティアの管理・運用・育成、史跡活用

⑷脇本城址懇話会との協働

史跡脇本城跡
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4-24

脇本城跡公有化事業
（文化スポーツ課）

貴重な史跡を国民共有の財産として大切に保存し、適切な公
開・活用を図るため、史跡内の民有地の公有化を円滑に進める。

24,618千円
前年度予算額 / 20,961千円

事業内容

▼Ｒ８年度 8筆 50,496㎡（土地所有者5名）

▼全体計画
公有化計画 H29〜R13年度（15か年）
進 捗 326,815㎡（公有化率︓68％）

▼補 助 率 国4/5

4-25

北前船寄港地遺産活用推進事業
（文化スポーツ課）

北前船日本遺産推進協議会に参画している自治体のネット
ワークを活用し、男鹿の魅力ある観光資源の情報を発信する。

1,218千円
前年度予算額 / 1,263千円

事業内容

⑴北前船寄港地フォーラム及び交流会議への参加
北前船寄港地で開催されるフォーラム等に参加し、参画自治体と
の連携を強固なものにするとともに、スケールメリットを活用し
た情報発信に取り組む。
・北前船寄港地フォーラム in 新潟 等

⑵北前船日本遺産推進協議会活動の実施及び情報発信

4-26

文化振興事業
（文化スポーツ課）

民俗行事の保存・伝承、文化財の適切な保護や市民の芸術文
化に対する意識の向上を図るため、関係団体に対し補助金を交
付し、芸術文化振興の活性化、文化財の保存・活用を図る。

4,114千円
前年度予算額 / 5,991千円

事業内容

⑴無形民俗文化財保存・伝承活動補助事業 889千円
▼補助団体

①船越地区統人行事保存会 310千円
②脇本山ドンド保存会 160千円
③北浦鹿島まつり保存会 119千円
④男鹿のナマハゲ実施団体 300千円

⑵赤神神社五社堂防災設備管理補助事業 105千円
重要文化財赤神神社五社堂の防災設備の点検管理事業費を助成し、
適切な管理を行う。

⑶秋田船方節全国大会補助事業 1,500千円

⑷男鹿市民文化祭補助事業 1,250千円

⑸芸術文化協会活動費補助事業 370千円

脇本の山ドンド 五社堂防災設備点検 男鹿市民文化祭
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4-27

ジオパーク推進事業
（文化スポーツ課）

優れた地質遺産の保護保全と教育、研究、観光への活用を通
じ、ジオパークによる持続的な地域づくりを推進する。

9,115千円
前年度予算額 / 7,499千円

事業内容

⑴男鹿半島・大潟ジオパーク推進協議会の運営
・男鹿半島・大潟ジオパーク公式HPを活用した情報発信
・新規ジオパークガイド養成講座の運営
・ジオパークガイドの会との連携、全国大会への参加等

⑵ジオパーク専門員による普及・啓発活動
⑶男鹿半島・大潟ジオパークの受入環境整備及び情報発信

・ジオサイト説明板のアップデート更新 等
⑷VR/ARコンテンツの運用、保守及び更新

4-28

市民文化会館公演推進事業
（男鹿市民文化会館）

市民に上質な芸術鑑賞の機会を提供し、心の豊かさを育み、
本市芸術文化の振興と活力あふれる地域社会を創出する。

3,534千円
前年度予算額 / 2,065千円

事業内容

⑴自衛隊音楽隊コンサート（9〜12月予定）
⑵宝くじ文化公演事業（11月予定）

人気、実力を兼ねたアーティスト達に
よるコンサート

⑶NHK全国放送公開収録（12月予定）
・公開収録「新・BS日本のうた」

自衛隊音楽コンサート

4-29

市民文化会館改修事業
（男鹿市民文化会館）

老朽化が進む市民文化会館の良好な施設環境を確保するため、
必要な施設設備の改修を行う。

拡
163,078千円

前年度予算額 / 148,691千円

事業内容

⑴電気設備改修工事 151,536千円
受変電、非常用自家発電、拡声、自動火災報知設備の更新

⑵大ホール舞台機構改修設計 3,421千円
令和9年度の改修工事に向けた実施設計

⑶照明ＬＥＤ化 621千円
▼対 象 館内照明1,591灯

※大・小ホール内の客電等を除く
▼リース期間 R8〜R18年度

※リース期間終了後は無償譲渡

新

大ホール舞台機構改修 館内照明LED化

重2
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５ 市民との協働による持続可能なまちづくり
まちづくりに関わる全ての人が、男鹿市への愛着と誇りを持って成長・発展してい

けるよう地域コミュニティの活性化を目指し、市民協働の意識醸成、担い手づくり、
まちづくりに参加しやすい環境整備を行政と市民が一丸となってオール男鹿で取り組
みます。

また、移住・定住促進に向けた適切な情報発信など、人口減少対策に資する取組を
進めるとともに、自治体 DX の推進、公共施設の適正化、多角的な財源の確保などを
推進し、将来にわたって安定的かつ発展的な行財政運営を目指します。

5-01 シティプロモーション推進事業 （企画政策課）
5-02 結婚トータルサポート事業 （企画政策課）
5-03 奨学金返還支援事業 （企画政策課）
5-04 男鹿とつながる学生仕送り支援事業 （企画政策課）
5-05 なまはげの里おが移住定住交流促進事業

（企画政策課）
5-06 男鹿海洋高校地域留学促進事業 （企画政策課）
5-07 地域おこし協力隊誘致事業 （企画政策課）
5-08 地域コミュニティ推進事業 （企画政策課）
5-09 行政協力事務交付金事業 （企画政策課）
5-10 コミュニティ活動推進事業 （企画政策課）
5-11 未来へつなぐ「人づくり」応援事業 （企画政策課）
5-12 投票環境整備事業 （総務課）
5-13 コミュニティセンター改修事業 （教育総務課）
5-14 北浦コミュニティセンター移転改修事業

（企画政策課）
5-15 若美庁舎改修事業 （若美支所）

新

拡

拡
拡

新

拡

拡

重2

重2

重2

重3

重3

重3

重3

5-16 公共施設等総合管理計画改定事業 （財政課）
5-17 デジタル行政推進事業 （総務課）

新

拡

重2
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５ 市民との協働による持続可能なまちづくり

シティプロモーション推進事業
（企画政策課）

地域の価値や魅力を明確化し情報を発信することで、交流・
関係人口の増加を図るほか、市民が誇りを持ち自ら魅力を語れ
るまちづくりを推進する。

新
52,893千円

事業内容

⑴シビックプライドの醸成 1,870千円
ナマハゲの教えを体現した「なまはげの里フィロソフィ」の啓発
をするため、手帳を作成し市民と広く共有する。

⑵協働によるまちの価値共創 405千円
・市民・企業連携によるシティプロモーションチーム会議の開催
・男鹿の特産品や食、文化をテーマに開催される民間イベントに

参加し、情報発信を行う

⑶戦略的な情報発信 6,660 千円
①プロモーション動画配信

東京ドームシティ サイネージ6面に動画を7日間放映
②首都圏での公共交通広告

都営地下鉄（大江戸線、三田線）の連結部分へのポスター掲示
③雑誌を活用した広告展開

移住者向け情報雑誌「ＴＵＲＮＳ」への広告掲載

⑷ふるさと住民登録制度
国が進める関係人口創出プログラムの本格始動に先立ち、本市独
自の取組として「ナマハゲ伝導士」や「首都圏男鹿の会」「ふる
さと納税LINE登録者」等を対象に、イベント情報やボランティア
参加の呼びかけを行い、継続的な関係づくりを進める。

⑸企業版ふるさと納税促進事業 1,000千円
企業版ふるさと納税の寄附件数・金額を増加させるため、市外・
県外企業に対して本市の地方創生の取組を効果的にＰＲする。

⑹シティプロモーション関連施策 42,958千円（再掲）
①子育て施策ＰＲ事業 2,082千円
②スポーツ大会ライブ配信(実行委員会補助金) 2,000千円
③観光情報発信強化・誘客プロモーション推進事業 31,237千円
④インバウンドプロモーション 6,000千円
⑤首都圏での移住イベント 1,639千円

5-01
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５ 市民との協働による持続可能なまちづくり
5-02

結婚トータルサポート事業
（企画政策課）

結婚を希望する男女を応援するため、出会いの機会創出から、
結婚後の新生活準備までを総括的に支援する。

3,739千円
前年度予算額 / 5,529千円

事業内容

⑴あきた結婚支援センターへの登録推進 179千円

⑵出会い創出イベント 660千円
出会いを求める男女を対象にイベントを開催する。

⑶婚活イベント参加費助成金 50千円
対象の婚活イベント等に参加した際の参加費の一部を助成する。
▼助 成 額 上限5千円/回（一人当たり2回まで申請可能）

⑷結婚新生活支援事業補助金 2,700千円
▼補助対象 本市で結婚生活を始める世帯の所得が5,000千円未満

の夫婦
▼対象経費 住宅取得やリフォーム、賃貸物件の初期費用、引越

費用
▼上 限 額 夫婦ともに29歳以下の場合600千円

夫婦ともに39歳以下の場合300千円

⑸出会いを応援︕デジタルマッチング促進事業助成金 150千円
マッチングアプリを利用する際の年間利用料の一部を助成する。
▼対象経費 基本プランや機能拡張に伴う料金
▼補 助 率 1/2
▼上 限 額 30千円（一人当たり1回限りの申請）

5-03

奨学金返還支援事業
（企画政策課）

奨学金の返還助成を行うことで、若年層の市内定住を促進す
るとともに、次世代を担う人材の確保を図る。

720千円
前年度予算額 / 603千円

事業内容

就学時に対象となる奨学金の貸与を受け、男鹿市内に５年以上定
住する意思を持って住所を有し、県内就業後に秋田県奨学金返還助
成制度の交付決定を受けた者に対して、返還実績額から秋田県の助
成金を控除した額を助成する。

▼助 成 額 上限67千円
▼助成期間 最長3年間（企業連携型の場合は最長６年間）

5-04

男鹿とつながる学生仕送り支援事業
（企画政策課）

進学等により地元を離れた学生たちを応援するとともに、市
とのつながりを構築・維持することで将来的な回帰を促進する。

1,007千円
前年度予算額 / 1,246千円

事業内容

市外で生活する学生に対し、保護者や家族が仕送りする際の荷物
の送料を支援するとともに、申請と市公式LINEへの登録を併せて行
うことで、市からの情報を継続的に発信する。

▼支援対象 市外で生活する学生の保護者等
▼支援内容 学生1人当たり年間6回分の送料を支援

重2
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５ 市民との協働による持続可能なまちづくり
5-05

なまはげの里おが移住定住交流促進事業
（企画政策課）

ライフスタイルの多様化に伴い増加傾向にある地方への移住検
討者や地域との関わりを望む者の受入環境を整備するとともに、
受入後のフォローアップ体制を構築し、移住・定住の促進を図る。

拡
12,159千円

前年度予算額 / 21,711千円

事業内容

⑴移住フェアへの出展 1,363千円
首都圏で開催される移住フェア等へ出展しPRを行う。

⑵首都圏での移住・交流イベントの開催 276千円
秋田県あきた暮らし・交流拠点センター（アキタコアベース）等
を活用し、地方移住関心層やUターン検討者を対象に、シティプロ
モーションや交流・相談会、体験会等を開催する。

⑶移住体験住宅の運用 575千円
一定期間市内に滞在し、本市の生活環境・風土・文化等を体験す
ることで移住後の生活イメージを具体化し、将来的な移住定住に
つなげる。
▼使用期間

3日から最長30泊
▼使 用 料

3日で3千円/組、以降1日ごとに1千円を追加

⑷移住活動支援補助金 345千円
本市への移住を希望または検討している世帯を対象に、下見等を
実施する際の交通費の一部を補助する。
▼補 助 率 1/2

単身︓上限20千円、世帯︓上限50千円
市内レンタカー事業者利用の場合は5千円/日を上乗せ
（上限15千円）

⑸移住者住宅取得等支援事業補助金 7,600千円
市外から本市へ転入する世帯に住宅の取得や改修、賃貸に要する
費用の一部を補助する。
賃貸補助の要件から親世帯との近居又は同居の要件を撤廃し、賃
貸物件を希望する移住者の利用促進を図る。
▼補 助 率 1/2（上限1,200千円）

⑹移住支援事業補助金 2,000千円
東京圏から本市へ転入し、「秋田移住支援金マッチングサイト」
の求人に応募のうえ就職した場合等に移住支援金を支給する。
▼補 助 額 単身600千円

世帯1,000千円（子育て加算1,000千円/人）

新

拡

拡

重2

移住体験住宅 ふるさと回帰フェア
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５ 市民との協働による持続可能なまちづくり
5-07

地域おこし協力隊誘致事業
（企画政策課）

地域おこし協力隊を任用し、移住者や関係人口の増加を目的
に情報発信や相談対応を行うほか、地域の活性化を目的とした
交流の機会創出を図る。

拡
10,823千円

前年度予算額 / 17,209千円

事業内容

⑴地域おこし協力隊の運用 7,463千円
〇移住定住促進

移住定住ポータルサイト「おが住」や各種SNSを活用し、暮ら
しや地域の魅力発信を行うほか、首都圏等での移住イベントに
参加し相談対応や移住後のフォローを行う。

〇地域活性化
コミュニティセンターと連携し、地域内外との交流の機会を創
出することで地域の活性化を図る。

⑵隊員の日々のサポート業務 1,364千円
隊員に対し活動や生活に対する相談、地域とのつながりづくりを
サポートするととともに、研修会を開催しスキルアップを図る。

⑶おためし地域おこし協力隊実施業務 996千円
地域への移住や地域おこし協力隊に興味がある方を対象に、地域
との交流を含む活動体験プログラムを実施することにより、将来
的な隊員の確保を図る。

⑷地域おこし協力隊起業支援補助金 1,000千円
任期を終了した隊員が、本市において起業または事業継承する場
合に、必要な経費を補助する。

新

新

重2

5-06

男鹿海洋高校地域留学促進事業
（企画政策課）

重2

県外をはじめ自宅から通学が困難な地域から男鹿海洋高校に
就学するために、本市に居住する生徒の住居費や体験入学等へ
参加するための交通費の一部を補助するとともに、同校と連携
し受入態勢の整備を図る。

5,758千円
前年度予算額 / 5,480千円

事業内容

○住居費補助
▼補助率 1/2（上限30千円/月）

○説明会等参加交通費助成
▼補助率 1/2（上限20千円）

○地域留学コーディネーターの設置
○地域みらい留学フェスへの参加

地域みらい留学高校進学フェスin東京
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５ 市民との協働による持続可能なまちづくり

拡

拡 地域コミュニティ推進事業
（企画政策課）

地域住民の主体性を尊重し、市と協働で地域づくりに取り組
むために、地域コミュニティセンターを核として、地域コミュ
ニティの維持・活性化を推進する。

34,533千円
前年度予算額 / 35,605千円

事業内容

⑴地域づくり応援事業 29,133千円
①集落支援員の取組

北浦・脇本・船越・五里合・男鹿中・戸賀・椿の7地区に配置
▼巡回による情報収集、高齢者等の安否確認
▼地域おこし協力隊との協働によるイベント開催
▼コミセンInstagramによる情報発信
▼地区集会所でのイベント参加
▼地域振興基金活用事業の運営サポート

②地域の独自事業
地域との話し合いを踏まえ、地域の特色を活かした個性ある発展
に向けた事業を実施し、地域の課題解決・活性化を図る。
▼主な事業 【北 浦】なまはげ太鼓継承事業

【船 越】中学生とのeスポーツ体験会
【五里合】コミセンカフェ＆体験交流事業

⑵地域振興基金活用事業 1,800千円
地域の振興会等が主体となって実施する地域振興に資する取組を支援
する。
▼補助率 補助対象経費の10/10
▼限度額 200千円

⑶集会施設改修等支援事業 3,600千円
町内会が所有する集会所の増改築やバリアフリーに対応した改修工事
費を支援する。
▼対 象 300千円以上の工事費
▼補助率 補助対象経費の1/2
▼限度額 600千円（最大1,200千円）

※R7年度までの限度額500千円、最大1,000千円から増額

5-08

重3

OGA CONNECT vol.1 in 戸賀 五里合コミセン農園
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５ 市民との協働による持続可能なまちづくり
5-09

行政協力事務交付金事業
（企画政策課）

町内会が行う広報紙その他印刷物の配布・回覧、周知事項の
伝達、市が実施する調査への協力や事業等への参加・協力など
の行政協力事務に対して交付金を交付する。

13,150千円
前年度予算額 / 13,250千円

事業内容

▼補助対象
町内会（143町内会）

▼補助額
①均等割（50千円）
②世帯数に応じた世帯割（600円/世帯）

5-10

コミュニティ活動推進事業
（企画政策課）

地域の課題解決や活性化を図るため、町内会が自主的に企
画・実施する取組に対して補助金を交付する。

6,785千円
前年度予算額 / 6,435千円

事業内容
▼補助対象事業

①地域振興、情報発信に関する事業
②環境美化、保全に関する事業
③安心、安全な地域づくりに関する事業
④長寿、健康、福祉に関する事業
⑤その他コミュニティ醸成に資する事業

▼補助額
補助対象経費の10/10（上限100千円）

5-11

未来へつなぐ「人づくり」応援事業
（企画政策課）

市民参加意識、地域づくりへの意識改革の醸成のため、著名人
を招聘して講演会等を開催し、地域づくり意識の高揚を図る。

942千円

事業内容

・講演会開催（２回）
・缶バッジ2,500個作成

学校やコミュニティセンター等で缶バッジの配布を活用し、あいさ
つ運動の推進を図る。

重3

5-12

投票環境整備事業
（選挙管理委員会事務局）

高齢者・障害者の移動手段を確保し、その費用を市が負担する
ことで、誰もが投票しやすい投票環境の向上を図る。

新 500千円

事業内容

○タクシーによる移動支援
高齢者・障害者の自宅等から、最寄りの期日前・当日投票所までの
タクシー移動に要する費用全額を市が負担する。（事前予約制）
▼対象者

市内の投票所で投票が可能であるものの、高齢・障害等の理由に
より、自宅等から投票所※への移動が困難な男鹿市民の有権者。
※商業施設・病院の期日前投票所を除く最寄りの投票所
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５ 市民との協働による持続可能なまちづくり

新

新

巨大桶 旧北陽小学校

拡

5-14

北浦コミュニティセンター移転改修事業
（企画政策課）

北浦コミュニティセンターを旧北陽小学校校舎へ移転し、北
部地区の拠点を整備することで、地域コミュニティの活性化を
図る。

216,139千円
前年度予算額 / 11,372千円

事業内容

⑴移転改修工事等 205,577千円
▼内部改修

地域活動の利便性を考慮して校舎1階部分を事務室、会議室、
和室、調理室に改修

▼屋根防水シート張替

⑵照明LED化 212千円
▼リース期間 R8〜R18年度

⑶ギネス認定巨大桶展示 350千円
2019年に350食の石焼き料理を調理し「最大のスープ試食イベン
ト」としてギネス世界記録に認定の直径1.8メートル巨大桶を展示

重3

5-13

コミュニティセンター改修事業
（教育総務課）

公共施設等総合管理計画に基づき、地域住民の安全な活動拠
点を確保するため、施設整備を実施する。

拡
61,695千円

前年度予算額 / 25,944千円

事業内容

⑴脇本コミュニティセンター改修事業 16,167千円
老朽化している建物全体の長寿命化を図るため、改修工事の実施
設計を行う。

▼全体計画
R8年度 アスベスト調査、実施設計
R9年度 改修工事

⑵戸賀コミュニティセンター体育館外部改修事業 45,528千円
老朽化に伴う雨漏りを防ぐため、体育館外部改修工事を行う。

新

戸賀コミュニティセンター全景 戸賀コミュニティセンター体育館外壁

重3
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５ 市民との協働による持続可能なまちづくり

新

新

5-17

デジタル行政推進事業
（総務課）

生成AI等のデジタル技術の活用や庁内業務環境の最適化の検
討を進め、行政事務の効率化を図るとともに、高齢者等へのデジ
タルデバイド対策を実施する。

拡
8,000千円

前年度予算額 / 11,163千円

事業内容

⑴生成AIの導入
市民が読みやすい文書作成や膨大な統計データの分析など、定型
事務の効率化や多角的なデータ分析を可能とする「生成AI」の本
格運用を開始する。

⑵行政事務の効率化に向けたシステム選定 900千円
県事業を活用してデジタル専門人材の派遣を受け、職員端末や庁
内ネットワークの無線化など「内部情報システム」の見直しに向
けた具体計画を立案する。

⑶デジタルデバイド（情報格差）対策 7,100千円
・シニア世代（65歳以上）スマホデビュー応援補助金

シニア世代のデジタル社会参加を応援するため、はじめてのス
マートフォン購入費用を助成する。

▼補助対象 65歳以上の男鹿市民
▼補 助 額 1人当たり上限20千円（50件・1,000千円）

・地域活性化起業人による「スマホ教室」「よろず相談」の実施
デジタルに不慣れな高齢者等の不安を解消するため、専門的な
ノウハウや知見を持つ地域活性化起業人による「スマホ教室」、
個別相談に応える「よろず相談」を、全てのコミュニティセン
ター・公民館等で毎月開催する。

5-15

若美庁舎改修事業
（若美支所）

公共施設等総合管理計画に基づき、若美庁舎施設の長寿命化
を図るため、施設・設備の改修等を行う。

12,389千円
前年度予算額 / 3,340千円

事業内容

⑴空調等改修工事基本・実施設計業務 5,021千円
⑵電話設備更新工事 7,368千円

5-16

公共施設等総合管理計画改定事業
（財政課）

社会情勢や財政状況等の変化に対応するため、策定から10年
経過した「男鹿市公共施設等総合管理計画」の改定を行う。

新 8,200千円

事業内容

▼実施内容
・各公共施設の更新時期や将来経費の算定見直し
・更新、廃止、長寿命化等計画内容の再検討及び再分析
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